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平成２５年第２回

遠軽町議会定例会会議録（第１号）
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午前１０時００分 開会

────────────────────────────────────

◎開会宣告

本日をもって招集されました平成２５年第２回遠軽町議会定例会○議長（前田篤秀君）

を開会いたします。

────────────────────────────────────

◎開議宣告

直ちに、本日の会議を開きます。○議長（前田篤秀君）

────────────────────────────────────

◎諸般報告

会議に先立ち、局長をして諸般の報告をいたします。○議長（前田篤秀君）

御報告をいたします。○議会事務局長（伯谷正明君）

ただいまの出席議員は、１８人であります。

本日の列席者は、佐々木町長、富永教育委員長、村瀬代表監査委員、石丸農業委員会会

長であります。

次に、地方自治法第１２１条の規定による説明員、議会事務局からの出席者、監査委員

の平成２４年度例月出納検査の結果、議長の執務、閉会中における各委員会の活動状況に

つきましては、別紙印刷の上、お手元に配付のとおりであります。

なお、説明員等につきましては、案件により参事、主幹及び総合支所の課長等が入るこ

ともありますので、御了承願います。

次に、本定例会の日程は、第２７までとなっております。

なお、追加議案等が予定されておりますので、あらかじめ御連絡を申し上げておきま

す。

以上で報告を終わります。

────────────────────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について

日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。○議長（前田篤秀君）

本日の会議録署名議員には、会議規則第１２５条の規定により、清野議員、杉本議員を

指名いたします。

────────────────────────────────────

◎日程第２ 会期の決定について

日程第２ 会期の決定についてを議題といたします。○議長（前田篤秀君）

本件について、議会運営委員長の報告を求めます。

杉本議会運営委員長。

－登壇－○１０番（杉本信一君）

御報告いたします。
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本日をもって招集されました平成２５年第２回遠軽町議会定例会の会期につきまして

は、３月６日午後２時より議会運営委員会を開催し、審議の結果、本日から３月１８日ま

での８日間と決定いたしました。

なお、３月１４日から１５日及び１６日から１７日までの４日間は、予算審査及び休日

のため休会といたします。

追加議案、意見書等につきましては、それぞれ調整の上、３月１４日午後５時までに事

務局へ提出されますようお願いいたします。

以上、御報告申し上げます。

お諮りいたします。○議長（前田篤秀君）

本定例会の会期は、議会運営委員長報告のとおり、本日から３月１８日までの８日間と

したいと思います。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、会期は、本日から３月１８日までの８日間と決定いたしました。

────────────────────────────────────

◎日程第３ 平成２５年度施政執行方針と提出案件要旨説明

及び平成２５年度教育行政執行方針

日程第３ 平成２５年度施政執行方針と提出案件要旨説明及び平○議長（前田篤秀君）

成２５年度教育行政執行方針を行います。

佐々木町長。

－登壇－○町長（佐々木修一君）

平成２５年第２回遠軽町議会定例会の開会に当たり、議員の皆様には、大変お忙しい中

御参集いただき、厚くお礼を申し上げます。

初めに、平成２５年第１回遠軽町議会臨時会以降における行政について御報告をいたし

ます。

まず、自衛隊関係についてでありますが、現在国では、自由民主党が政権公約に掲げる

防衛計画の大綱の見直しに向け、検討を行っているところです。

国は、南西地域における自衛隊の態勢充実を掲げており、北海道の自衛隊を取り巻く環

境は非常に厳しい状況にあります。

このため、道内全自治体が加盟する北海道自衛隊駐屯地等連絡協議会は、急遽１月１１

日に、防衛大臣、国会議員及び関係機関に対し、防衛計画の大綱の見直しに当たり、自衛

隊の定員と実員の乖離をなくし、北海道の充足を高めるほか、北海道の自衛隊体制維持・

拡充に向けた緊急要望を実施し、私も参加してまいりました。

また、２月１３日には、道北地域の自衛隊体制維持・拡充に向け、第２師団管内市町村

による要望に参加するとともに、２月１８、１９日には、遠軽駐屯地の存置並びに部隊増

強に向け、陸上自衛隊遠軽駐屯地存置期成会に加え、遠軽駐屯地隊区内市町村長等の参加
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協力も得て、要望活動を行ってまいりました。

今後も引き続き情報収集に努めるとともにも、関係機関等と連絡を図り、存置活動を

行ってまいります。

次に、２月２４日には、湧別町と連携して実施しております第２８回湧別原野オホーツ

ク１００キロメートルクロスカントリースキー大会が、好天のもと開催されたところで

す。

本大会は、一昨年から関係者の御協力により、白滝天狗平からスタートする国内最長の

クロスカントリースキー大会が復活したところです。

大会当日は、８５キロメートルコースに５３７名、１００キロメートル駅伝コースで

は、１６チームの選手が元気に疾走されたところです。

また、本大会からインターネットによる参加申し込みを開始し、その効果もありまし

て、８５キロメートルコースは、昨年より８３名の参加者増となりました。

本大会運営のため、早朝から御協力いただきました大会関係者の皆様を初め、御支援い

ただきました各地域の地権者並びにボランティアの皆様に心からお礼を申し上げます。

次に、平成２５年度予算を初め、関連する議案を御審議いただくに当たり、町政執行に

対する基本的な姿勢と考え方並びに施策の主なものについて申し上げます。

私が、町長という重責を担わせていただくことになりましてから４年目となり、任期の

最終年を迎えました。この間、町民並びに町議会の皆様には、さまざまな形で御理解と御

協力を賜り、心から感謝を申し上げます。

私は、元気・愛情・未来・協働・自衛隊というまちづくりには欠かせない五つのキー

ワードを公約として町政を執行してまいりました。

就任以来、公営住宅の建設を初め、特別養護老人ホーム建設への支援、白滝ジオパーク

交流センター、埋蔵文化財センターの建設、エネルギー対策、道路、下水道などの社会資

本の整備に取り組むとともに、一方で財政健全化に全力で取り組んでまいりました。

さらに、プレミアム建設券発行事業、中学生までの医療費助成、地域医療体制の充実な

ど、地域の活性化に努めてまいりました。

特に、合併特例債の発行期限延長については、本町が中心となり、道内２２合併市町と

国及び関係機関に要望活動を進めた結果、５年間の延長を実現したところであり、財政運

営に大きなメリットをもたらすことができました。

この有利な制度を活用し、住民生活には欠かせないごみの最終処分に係る施設につきま

しても、今年度から新たな施設建設に着手することとなりました。

また、公約である文化センターの建設並びに老朽化した福祉センターの建てかえ等の是

非については、財政状況を勘案し、任期中に方針を決定してまいります。

さて、国においては、昨年の衆議院議員選挙により政権が交代し、日本経済再生に向け

た取り組みを推進するため、平成２５年度を、いわゆる１５カ月予算の考え方で、平成２

４年度補正予算と合わせ、切れ目ない経済対策を積極的に実施することとされています。
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この経済対策では、地方の資金調達に配慮し、経済対策の迅速かつ円滑な実施を図るた

め、今回限りの特別措置として、平成２４年度補正予算において、「地域の元気臨時交付

金（地域経済活性化・雇用創出臨時交付金）」が創設されました。

この制度は、地方公共団体の追加公共事業（直轄及び補助）の地方負担額等をベースと

して交付金が算定され、地方単独事業（建設地方債対象事業）に充当されるもので、これ

らを積極的に活用し、実施してまいります。

本町の平成２５年度予算は、第１次遠軽町総合計画及び私の公約に掲げた五つの柱を基

本施策として、直面する多くの課題に対応するため、平成２４年度補正予算に加えて、地

域の元気臨時交付金と一体となった公共事業の執行により、公共施設や学校の改修、社会

福祉施設への支援など、「町民の暮らしに身近な投資」に力を入れ、町内経済の下支えと

景気浮揚に向けて、町民の皆様の期待に応えられる任期の締めくくりの年として積極的な

予算編成を行ったところであります。

次に、平成２５年度に実施してまいります主な施策について、総合計画の六つの基本方

針に基づいて申し上げます。

一つ目は、「豊かな自然環境と共生するまちづくり」です。

森林は、地球温暖化防止など、多面的機能を持つ貴重な財産であり、森林の健全な育成

を図るため、造林、間伐及び除伐等の整備を行うとともに、森林所有者の負担軽減と地域

林業の活性化を図るため、引き続き助成を行ってまいります。

新エネルギーについては、地域経済の活性化に大きな効果を上げている住宅用太陽光発

電システム、ペレットストーブの設置助成を継続し、環境に配慮した新エネルギーの普及

促進と地域振興を図ってまいります。

また、一昨年の災害により、休止しておりました白滝水力発電所につきましては、地域

の要望を踏まえ、施設を存続する方向で検討を行ってまいりましたが、現在、民間事業者

に施設を売却し、発電事業を継続する方向で協議を進めております。

道路については、町民の日常生活に不可欠な生活基盤であるとともに、産業経済を支え

る社会基盤施設として重要な役割を担っています。このため、道央・道北圏域とオホーツ

ク圏域の交流促進、物流の効率化、観光の活性化に資する高規格道路「旭川紋別自動車

道」及び地域高規格道路「遠軽北見道路」の整備促進について、引き続き関係機関に要請

してまいります。

道道の整備については、平成１８年度から事業が進められている野上通の事業実施が予

定されいます。

平成１７年から事業が進められている遠軽雄武線の改良事業は、道道社名淵瀬戸瀬停車

場線（見晴公民館地先）までの延長約２.４キロメートルの区間について、平成２５年度

に完成が予定されています。

道河川の整備については、生田原川の河川改修工事で、生田原水穂４４号地先からニイ

タップ川合流地先までの延長約２キロメートルの整備が予定され、サナブチ川は見晴地区
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「鏡の沢川」地先から社名淵地区に向かって約１キロメートルの河川改修工事及び阿部橋

架替の調査設計が予定されています。

町道は、生活の安全性や居住環境の整備に向けて、緊急度を考慮し、３・６・９岩見通

道路改良工事の着手、向遠軽開拓道路、学田１丁目１条通等の改良、舗装工事を実施して

まいります。

また、町道の維持管理の充実に努めるともとに、冬期間の適正な管理を行うため、老朽

化が進む除雪車両の計画的な更新が必要であり、今年度は除雪トラックを購入し、除排雪

の充実に取り組んでまいります。

公共交通の充実については、地域住民の生活を支えるために、利用者のニーズに配慮し

た町営バスの運行に努めるとともに、不採算路線となっている民間バスについては、民間

事業者に対する運行補助を引き続き行い、公共交通の確保に努めてまいります。

二つ目は、「安全・安心で住みごこちの良いまちづくり」です。

公営住宅については、遠軽町公営住宅ストック総合活用計画に基づき、やまなみ団地地

域優良賃貸住宅の建設に着手してまいります。

上水道については、生田原地区の水源を河川水から地下水に変更し、施設整備に向けた

実施設計を行うとともに、安国地区についても地下水源調査を行ってまいります。

また、清川浄水場の無停電電源装置蓄電池更新工事を行い、緊急時のライフラインの確

保に努めてまいります。

下水道については、遠軽下水処理センターに自家発電設備を新設し、緊急時に備えると

ともに、未整備地区の解消を図るため、管渠工事を進めてまいります。

また、学田地区の雨水計画を変更するため、認可変更業務を行ってまいります。

防災については、本日、東日本大震災の発生から２年を迎えたところであり、本町とい

たしましても、職員の派遣等により復興支援を行ってきたところですが、被災地の１日も

早い復興を心から願うところです。

本町においては、本年２回目となる総合防災訓練を行うとともに、地域防災計画の見直

しや災害時における救援物資確保のため、非常用食料、非常用カーペット、避難所用石

油、薪ストーブの備蓄を計画的に進めることにより、町民の防災意識の高揚と防災・災害

体制の整備を図り、地域の防災力の強化に努めてまいります。

ごみ処理の充実については、清潔で快適なまちづくりのためには、ごみの適正処理対策

が必要であり、遠軽地区広域組合による遠軽町清掃センターごみ焼却施設の更新に向けた

調査設計、新たな焼却施設の運用に必要な水量を確保するための給水管布設工事等が予定

されています。

また、旭野一般廃棄物最終処分場に、ごみ減量化の中間処理施設として圧縮梱包機を導

入し、施設の延命化を図るとともに、住民、事業者等に減量化、再利用、再資源化を積極

的に推進してまいります。

三つ目は、「元気な産業と活力あるまちづくり」です。
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農業の振興については、本町の基幹産業であり、後継者の確保を図るとともに、新たな

担い手の育成、高収益作物の奨励に取り組んでまいりましたが、道内外の先進地での活性

化事例を学び、地域の活性化に取り組む女性農業者団体の活動を支援し、本町における元

気と活力ある新たな農業の可能性を追求してまいります。

また、枝豆、アスパラガス、ニンニクの栽培を行う農業者団体に対し、引き続き助成を

行ってまいります。

酪農については、えんゆう農業協同組合が白滝地域で開始した乳牛育成通年預託試験事

業に対する助成を行い、乳牛生産基盤の確立と酪農振興に努めるとともに、連動スタン

チョン整備事業に対し、引き続き助成を行ってまいります。

商工業の振興については、依然として商工業を取り巻く環境は厳しい状況が続いてお

り、町内の消費拡大や環境に努めるとともに、地元経済を支える中小企業に対して、遠軽

町商工業振興条例及び遠軽町企業振興促進条例に基づき助成を行い、遠軽商工会議所及び

遠軽商工会と連携し、産業の振興に努めてまいります。

また、町と協働して企業誘致等を推進する遠軽町ふるさとサポーター制度を創設し、災

害が少ないという本町の地域性を広くＰＲするとともに、サポーターの人脈を生かし、官

民一体となって企業誘致等に取り組み、地域経済の発展及び雇用機会の確保に努めてまい

ります。

観光の振興については、恵まれた自然、資源及び観光施設等を生かした観光振興が図ら

れています。近年は、団体から個人へと観光スタイルが変化してきており、インターネッ

トを活用した情報発信の重要性が増しているとともに、年間を通して開催されている地域

イベント等に引き続き支援を行い、観光客の誘致に努めてまいります。

施設整備として、生田原コミュニティセンター「ノースキング」のボイラー、膨張タン

ク等の改修工事及び森林公園いこいの森キャンプ場Ａ棟トイレ浄化槽設置工事を実施して

まいります。

四つ目は、「健康で生きがいを大切に、互いにささえあうまちづくり」です。

保健対策の充実については、町民の皆様が健康で安心して暮らし、誰もが気軽に取り組

んでもらえるように作成したウオーキングマップを活用した健康運動を推進するととも

に、各種健診、健康相談等を実施し、健康づくりを推進してまいります。

生活習慣病については、医療費の増大や介護の重症化につながることから、特定健診の

受診率向上に努めるとともに、保健指導により早期予防と重症化予防対策に努めてまいり

ます。

また、インフルエンザ及び肺炎球菌ワクチン接種の全額または一部助成と、子宮頸が

ん、ヒブ及び小児肺炎球菌ワクチン接種に係る費用の全額を引き続き助成してまいりま

す。

医療体制の整備については、住民が安心して暮らせるよう地域医療の充実が求められて

おり、引き続き関係町村と連携を図り、要請を行ってまいります。
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また、地域医療に欠かすことのできない丸瀬布厚生病院に引き続き支援を行うととも

に、オホーツク管内の３次医療圏センター病院である北見赤十字病院の改築に対して、管

内市町村で応分の負担をしてまいります。

子育て支援については、安心して子供を産み育てられる環境が求められており、乳幼児

検診及び相談、健康教育などの母子保健事業を実施するとともに、子育ての軽減を図るた

め、中学生までの医療費の助成を継続し、子育て支援の充実を図ってまいります。

また、保育所については、子育て支援にはなくてはならない施設でありますので、常設

保育所及びへき地保育所を維持し、保護者が安心できる保育環境の整備と児童が明るく健

やかに成長するための保育の充実を図り、子育て家庭を支えてまいります。

高齢者福祉の充実については、高齢者が住みなれた地域で安心して暮らせる環境整備が

求められており、老朽化等から整備が検討されていた特別養護老人ホーム花の苑が、西町

地区に新たに建設されることから、施設整備に対し助成を行ってまいります。

五つ目は、「いきいきとした心を育み、文化の薫るまちづくり」です。

学校教育については、平成２５年度から町内すべての小中学校で２学期制の実施が予定

されており、児童・生徒を取り巻く教育環境が大きく変わりつつあります。このため、新

学習指導要領に基づく「生きる力」の育成を理念とする、「知育・徳育・体育」を推進す

るため、教職員の資質、能力の向上に努め、信頼される学校づくりに努めてまいります。

施設については、今年度で南小学校が大規模改修を終えることから、遠軽中学校の改修

に向け、調査設計を実施してまいります。

また、教職員住宅を新築するとともに、小中学校の改修工事等を行ってまいります。

学校給食については、安全・安心な給食を提供するとともに、適正な管理運営を行って

まいります。

社会教育については、生涯学習の振興、家庭教育の支援体制の確立並びに学校外におけ

る各種学習・体験活動の充実が求められていることから、さまざまな事業展開を初め、公

民館や図書館、博物館等の活動に取り組んでまいります。

また、丸瀬布中央公民館屋上防水工事、遠軽町基幹集落センター暖房設備取りかえ工事

等の施設整備を行うとともに、図書館システムの更新を行い、利用者の利便性の向上に努

めてまいります。

社会体育については、町民の生涯スポーツへの意識の高揚を図るとともに、自主的・主

体的に地域スポーツ活動に親しむことができるよう積極的に支援するとともに、環境整備

に努めてまいります。

また、交流人口の拡大や地域の活性化につながる各種大会・合宿の誘致に、関係団体と

連携・協力のもと、積極的に取り組んでまいります。

遠軽地域の社会体育施設については、平成２４年度から指定管理者制度を導入し、休館

日、開館時間の見直しやトレーニングルームの開設など、利用者の視点に立った管理運営

が行われてきており、指定管理者の遠軽町体育協会と連携を図りながら町民サービスの向
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上に努めてまいります。

また、平成２６年に本町で開催される軟式野球「天皇杯北北海道大会」に向け、えんが

る球場のスコアボード等塗装改修工事、フェンス防護マット塗装工事等、施設の整備充実

を図ってまいります。

文化財については、遠軽町埋蔵文化財センターを中心に、白滝ジオパーク交流センター

と連携した各種事業の実施など、保存と普及に努めるとともに、教育や新たな観光資源と

して活用し、地域経済の活性化に努めてまいります。

六つ目は、「みんなで進める協働のまちづくり」です。

広報・広聴につきましては、町民の皆様の知りたい情報の把握に努め、多くの方が必要

とする充実した内容を提供してまいります。

また、町政懇談会、地域審議会、移動町長室など、町民の皆様との対話の機会を一層充

実させ、地域が抱えている課題等を共有し、住民と町の双方向による協働のまちづくりを

進めてまいります。

行財政改革の推進については、普通交付税額の算定の特例適用期間が終了し、大幅に普

通交付税が削減される平成３３年度以降の財政状況を視野に入れ、第２次行政改革推進計

画の取り組み方針に基づき、健全な財政基盤を確立してまいります。

自衛隊関係については、政権交代により、現在の防衛計画の大綱の見直しと、中期防衛

力整備計画が廃止され、新たな防衛計画の大綱と中期防衛力整備計画が年内に策定される

ことになっています。

新たな防衛計画の大綱では、国の防衛政策が南西地域に重点が置かれることが予想さ

れ、北海道の自衛隊を取り巻く環境は大変厳しい状況にあり、本町のまちづくりに欠かせ

ない陸上自衛隊遠軽駐屯地の存置に向け、関係団体等と連携を図り、積極的に取り組んで

まいります。

以上、平成２５年度の町政執行に対する所信と主な施策について申し上げました。

次に、平成２５年度予算案について御説明申し上げます。

一般会計については、義務的経費は、人件費、公債費等の減により、対前年比０.２％

の減、投資的経費は養護老人ホーム緑の園等建設事業補助金等の減により、対前年比５.

５％の減となり、総額で対前年比０.８％減の１３５億２,６００万円としたところです。

なお、平成２４年度補正予算として計上する国の緊急経済対策による追加公共事業に係

る６億６,５７５万３０００円については、全額が繰越明許費となることから、実質的に

は対前年度比４.９％増の１４１億９,１７５万３０００円となり、過去最大規模の予算編

成となりました。

また、特別会計については、国民健康保険特別会計２６億７,０７５万１,０００円、後

期高齢者医療特別会計２億８,６７９万２,０００円、介護保険特別会計１５億３５２万

７,０００円、個別排水処理事業特別会計６４９万８,０００円、公共用地先行取得事業特

別会計８４１万６,０００円の５会計で４４億７,５９８万４,０００円、企業会計につい
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ては、水道事業会計７億４,９８７万８,０００円、下水道事業会計１６億８,２８４万９,

０００円としたところです。

これによりまして、一般会計、特別会計、企業会計を合わせた平成２５年度予算は、対

前年比０.５％増の２０４億３,４７１万１,０００円としたところです。

次に、一般会計予算の概要について申し上げます。

歳入については、平成２５年度地方財政計画に基づき、本町の実情を踏まえ、収入見込

額を計上したところです。

町税については、法人町民税は引き続く経済不況に加え、平成２５年３月期決算から税

率が１.９５％引き下げられることなどから、対前年比１０％減を見込み、個人町民税に

つきましても、人口減少や景気低迷による納税義務者の減などから、対前年比１.２％減

を見込む一方、固定資産税は家屋の新築分、宅地分譲による農地から宅地への地目変更に

より、対前年比０.７％増を見込み、たばこ税につきましても、平成２５年４月から税率

が１４％に引き上げられるため、対前年比２０.３％増を見込み、総額で対前年比０.８％

増の１９億９,１５７万６,０００円を計上したところです。

地方交付税については、地方財政計画により、見込み計上したところです。

国庫支出金、道支出金は、各種補助事業などに対する可能な収入を見込み計上したとこ

ろです。

町債については、地方債計画により、本年度計画しております投資的事業等の財源とし

て、また、交付税の財源不足分に対処する臨時財政対策債を見込み計上したところです。

次に、歳出の主なものについて申し上げます。

総務費については、地域の元気臨時交付金事業として、中通排水整備工事、寿８号通道

路改良工事、教職員住宅新築工事、生田原小学校屋上防水工事等のほか、白滝・丸瀬布・

遠軽地域の旧職員住宅・旧教職員住宅解体工事、住民基本台帳ネットワークシステム機器

更新、町勢要覧発行、公共施設看板修正に要する経費等を計上したところです。

交通対策では、交通安全推進事業、町道東１線道路生活安全灯（ＬＥＤ灯）設置工事、

町内生活交通路線の運行に係る民間バス事業者の支援、町営バスの運行に要する経費等を

計上したところです。

自治振興では、交通安全・防犯・青少年の健全育成を柱とした安全安心まちづくり事

業、自治会活動の支援に要する経費等を計上したところです。

民生費については、保健福祉総合センターや高齢者共同生活支援施設等福祉施設の運営

を初め、社会福祉協議会の運営や老人クラブ等福祉団体の活動の支援、高齢者、障がい

者、児童、乳幼児等への福祉施策、特別養護老人ホーム花の苑建設事業に対する補助、児

童自立支援施設整備に対する補助、児童手当支給事業に要する経費等を計上したところで

す。

衛生費については、町民の健康づくりを積極的に推進するための活動費、妊婦健診事

業、子育て支援事業、予防接種事業、地域医療対策として丸瀬布厚生病院損失負担金、北
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見赤十字病院改築工事負担金、生田原診療所運営、広域組合が実施する遠軽町清掃セン

ターの施設更新に向けた調査設計及び給水道管布設工事に要する負担金、旭野一般廃棄物

最終処分場中間処理施設増築工事等に係る経費を計上したところです。

労働費については、季節労働者の生活安定を図るための経費等を計上したところです。

農林水産業費の農業振興では、農業担い手対策に要する経費、枝豆栽培等を行う農業者

団体に補助する農作物栽培奨励事業、女性農業者団体活動推進事業、家畜防疫対策事業、

酪農ヘルパー利用推進事業、乳牛育成通年預託試験事業、農業・畜産関連融資利子補給事

業、農業資金貸付事業等に要する経費等を計上したところです。

また、道営草地整備事業で実施する白滝支湧別牧野の草地改良事業等の負担金、今年度

で完了する生田原地区の畑地帯総合整備事業の負担金に係る経費、農業用排水路整備事業

として維持管理経費等を計上したところです。

林業振興では、有害鳥獣駆除に要する経費、町有林整備事業、民有林振興対策事業、森

林整備地域活動支援対策事業、丸瀬布平和山公園小規模治山事業に要する経費等を計上し

たところです。

商工費については、商工会議所及び商工会の運営を支援する経費、中小企業の振興を支

援するための商工業融資利子補給事業及び企業振興促進助成事業、地域資源を活用した地

場産業振興等に要する経費等を計上したところです。

消費対策では、消費者協会の運営を支援する経費等を計上したところです。

観光振興では、観光協会等が主催する各種イベントの推進及び地域イベントに対する補

助経費等を計上したところです。

観光施設整備では、森林公園いこいの森キャンプ場Ａ棟トイレ浄化槽建設工事等に要す

る経費を計上したところです。

土木費の道路関係では、向遠軽開拓道路道路改良工事、学田１丁目１条通道路改良舗装

工事、北１１丁目３号通道路改良舗装工事、西町２丁目１０号通道路改良舗装工事、社名

淵原野道路阿部橋架替工事負担金、西町跨線橋解体工事負担金、市街地４０号ＪＲ推進工

事負担金、清川瀬戸瀬間道路第１号橋長寿命化工事、除雪対策として、除雪トラック購入

に要する経費等を計上したところです。

都市計画関係では、３・６・９岩見通道路改良工事に着手するほか、地籍整備事業に要

する経費等を計上したところです。

公営住宅関係では、やまなみ団地地域優良賃貸住宅建設工事、ふくろ団地公営住宅新築

工事に要する経費等を計上したところです。

消防費については、遠軽地区広域組合消防負担金として、災害出動に要する経費、消防

車両整備事業に要する経費等を計上したところです。

防災関係では、総合防災訓練、災害備蓄品の購入に要する経費等を計上したところで

す。

教育費については、学校環境の整備、学校教育における諸活動、学校教育のための教材
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教具の充実及び学校行事負担金、遠軽高等学校教育振興補助金等に要する経費等を計上し

たところです。

学校施設整備では、南小学校大規模改修工事、南中学校放送設備等更新工事、遠軽中学

校改修工事調査設計業務委託に要する経費等を計上したところです。

学校給食関係では、瀬戸瀬小学校への給食配送に伴い、配送車の購入、車庫の設置に要

する経費等を計上したところです。

社会教育関係では、生涯学習機会の充実、社会教育関係団体や人材の育成、遠軽町埋蔵

文化財センター運営に要する経費等を計上したところです。

図書館関係では、図書館システム更新事業、図書館資料等の充実、読書の普及等図書館

事業に要する経費等を計上したところです。

社会体育関係では、指定管理業務委託料、健康増進や体力づくりに要する経費、スポー

ツ団体等の支援に要する経費、えんがる球場の施設整備に要する経費等を計上したところ

です。

次に、特別会計について申し上げます。

国民健康保険特別会計については、町民の健康維持増進と地域医療確保に大きな役割を

果たしており、安定的な運営のため、保険税の収納率の向上や特定健康診査・保健指導等

により医療費の適正化を図っています。

歳入については、国民健康保険税、国・道負担金、前期高齢者交付金、共同事業交付

金、一般会計からの繰入金等を計上し、歳出については、療養給付費、高額療養費、後期

高齢者支援金、高額医療費共同事業拠出金、保険財政共同安定化事業拠出金及び特定健康

診査等に係る経費を計上したところです。

後期高齢者医療特別会計については、北海道後期高齢者医療広域連合により運営され、

本町の対象者３,７９２人が加入しているものであり、歳入については、同広域連合が示

す保険料、一般会計からの繰入金等を計上し、歳出については後期高齢者医療広域連合納

付金及び事務経費を計上したところです。

介護保険特別会計については、歳入では保険料収入について、１号被保険者を７,００

０人と見込み、また、国・道負担金、支払基金交付金等を計上し、歳出については遠軽地

区介護認定審査会に要する経費、保険給付費、地域支援事業費等を計上したところです。

個別排水処理事業特別会計については、丸瀬布及び白滝地域の公共下水道処理区域外の

個別排水処理施設の整備を推進しており、歳入については使用料及び手数料等を計上し、

歳出については浄化槽設置工事費及び維持管理経費等を計上したところです。

公共用地先行取得事業特別会計については、起債の償還費でありまして、一般会計から

の繰入金を充当するものです。

次に、水道事業会計予算について申し上げます。

本年度の業務量は、給水戸数を９,５６４戸と予定し、収益的収入では水道料金等４億

６,７７６万９,０００円、収益的支出では施設の維持管理費、一般事務等の経費として４
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億７,４６７万６,０００円を予定したところです。

また、資本的収入では、工事負担金等８４４万９,０００円、資本的支出では生田原地

区簡易水道施設実施設計業務委託、安国地区簡易水道地下水源調査業務委託、清川浄水場

無停電電源装置蓄電池更新工事、水道管布設替工事、水道メーター検満取替経費及び企業

債償還金等２億７,５２０万２,０００円を計上したところです。

次に、下水道事業会計予算について申し上げます。

本年度の業務量は、排水戸数６,３８０戸と予定し、収益的収入では、下水道使用料等

８億２,９０４万４,０００円、収益的支出では、施設の維持管理費、一般事務等の経費と

して、８億１,２２４万８,０００円を予定したところです。

また、資本的収入では、企業債、国庫補助金等３億９,１０１万６,０００円、資本的支

出では、管渠設計調査業務委託、下水処理センター建設工事（自家発電設備）、管渠工事

及び企業債償還金等８億７,０６０万１,０００円を計上したところです。

次に、本議会に提案いたしました議案について御説明申し上げます。

議案第１号遠軽町指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例の

制定については、介護サービスの基盤強化のための介護保険法等の一部を改正する法律の

施行による介護保険法の一部改正に伴い、本条例を制定するものです。

議案第２号遠軽町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を

定める条例の制定及び議案第３号遠軽町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、

設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準を定める条例の制定については、地域の自主性及び自立性を高める

ための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律の施行による介護保険法の一

部改正に伴い、本条例を制定するものです。

議案第４号遠軽町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定については、新型インフル

エンザ等対策特別措置法の制定に伴い、本条例を制定するものです。

議案第５号遠軽町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正については、災害対策基

本法、武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律及び新型インフルエ

ンザ等対策特別措置法の規定により、本町に派遣された職員に災害派遣手当を支給できる

ようにするため、本条例の一部を改正するものです。

議案第６号遠軽町一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦覧等の手続に関

する条例の一部改正については、廃棄物の処理及び清掃に関す法律の一部改正に伴い、本

条例の一部を改正するものです。

議案第７号遠軽町商工業振興条例の一部改正については、中小企業者が行う高度化事業

に対する助成の地域限定を解除するとともに、文言を整理するため、本条例の一部を改正

するものです。

議案第８号遠軽町道路占用料徴収条例の一部改正については、道路法施行令の一部改正

に伴い、本条例の一部を改正するものです。
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議案第９号遠軽町公共下水道受益者負担金条例及び遠軽町公共下水道遠軽処理区受益者

分担金条例の一部改正については、特別会計に関する法律の一部改正による国有林野事業

特別会計の廃止に伴い、本条例の一部を改正するものです。

議案第１０号地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるた

めの関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理については、同法律の施行

に伴い、関係条例の規定を整理するものです。

議案第１１号平成２４年度遠軽町一般会計補正予算（第９号）について御説明申し上げ

ます。

歳出については、国の補正予算に伴う追加工事等として、ジオパーク情報板設置工事、

中央幹線排水路整備に関する経費、交流促進施設やまびこチップボイラー整備に係る経

費、旭トンネル点検業務委託料、除雪トラック購入費、南町３９号線通道路改良舗装工

事、白滝市街線西線道路改良舗装工事、栄行団地公営住宅建設工事等を計上するととも

に、事務事業の執行精査、介護給付費・訓練等給付費の追加、畜産担い手育成総合整備事

業負担金、全道リコーダーコンテスト及び全国中学校スキー大会等出場に伴う学校行事負

担金等に係る経費を計上するものです。

歳入については、分担金及び負担金、国庫支出金、道支出金及び地方債などについて、

事務事業の確定により精査し、補正するものです。

寄附金については、寄附者の御意志に沿いまして、それぞれ目的の基金に積み立てする

ものです。

議案第１２号平成２４年度遠軽町介護保険特別会計補正予算（第３号）については、介

護サービス等給付費、高額介護サービス等費、特定入所者介護サービス等費を精査し、補

正するものです。

議案第１３号平成２４年度遠軽町個別排水処理事業特別会計補正予算（第１号）につい

ては、事務事業の執行精査により補正するものです。

議案第１４号平成２４年度遠軽町水道事業会計補正予算（第１号）については、委託料

を精査し、補正するものです。

議案第１５号平成２４年度遠軽町下水道事業会計補正予算（第１号）については、国庫

補助金、委託料及び工事費等を精査し、補正するものです。

以上が、本議会に提案をいたしました議案の大要です。

御審議を願う議案につきましては、その都度担当部課長から詳細に御説明いたしますの

で、御協賛を賜りますようお願い申し上げまして、平成２５年度施政執行方針及び提出案

件要旨の説明といたします。

富永教育委員長。○議長（前田篤秀君）

－登壇－○教育委員長（富永史朗君）

平成２５年度遠軽町教育行政の基本的な考え方を申し上げ、町議会並びに町民の皆様の

御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げる次第であります。
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初めに、学校教育について申し上げます。

小学校は平成２３年度、中学校は平成２４年度から、「生きる力」の育成を理念とした

新学習指導要領が全面実施されております。

そこでは、学校・家庭・地域社会の三者がそれぞれに役割を果たし、児童・生徒に調和

のとれた「知育・徳育・体育」を推進することが求められております。

また、平成２５年度からは、町内のすべての小・中学校で２学期制の実施を予定してお

り、児童・生徒を取り巻く教育環境が大きく変わりつつあります。

「知育」伸長の第１は、「確かな学力」であることから、児童・生徒の発達段階や特

性、全国学力・学習状況調査などを踏まえ、創意ある教育活動を展開する中で、「基礎

的・基本的な知識や技能の習得」を確実なものにするよう努めてまいります。

第２は、習得した基礎的・基本的な学習内容を活用して、生き方の基盤となる言語能力

を育てながら、「思考力・判断力・表現力等の育成」を図ってまいります。

第３は、小・中学校の連続性や家庭・地域社会の役割を強化し、学校・家庭・地域社会

の三者が広く児童・生徒の学習に関わりながら教育環境を整え、「学びの質」を高めてま

いります。

次に、「徳育」でありますが、児童・生徒の「豊かな心」を育てるためには、基盤とな

る道徳教育を充実し、生命の尊重、善悪の判断、他者を思いやる心情や絆、自然と共生す

る心などを培ってまいります。

また、読書活動や音楽活動などを充実し、さらには地域社会と連携を図りながら、一人

一人の「豊かな育ち」の涵養に努めてまいります。

「体育」につきましては、児童・生徒の「健康な身体」を育てるために、全国体力・運

動能力・運動習慣等調査の結果を踏まえるとともに、社会教育などとともに連携しなが

ら、心身ともに「健やかな身体づくり」を推進してまいります。

続きまして、学校教育の重点事項について申し上げます。

１点目に、「学校安全」につきましては、児童・生徒の生命を守ることを最優先にし

て、「安全教育」「安全管理」について組織的に取り組んでまいります。あわせて、いじ

めや不登校の解決、インターネットや携帯電話におけるモラルの確立、薬物の有害性など

についても、生徒指導を充実し、家庭・地域・関係機関との連携を図り、社会全体で子ど

もたちを見守る体制づくりを推進してまいります。

２点目に、「特別支援教育」につきましては、平成２２年度から特別支援教育支援員を

小・中学校に配置しておりますが、より児童・生徒一人一人の個性に応じた適切な指導・

支援に努めてまいります。

３点目に、「食育」につきましては、家庭・地域社会と連携し、児童生徒に食に関する

正しい知識と望ましい食習慣を身につけさせるとともに、「地産地消」にも努めてまいり

ます。

最後に、「信頼される学校」について申し上げます。
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学校存立の基盤は、「一人一人の教師の信頼」にかかっております。

そのため、校内研修を充実させるとともに、各種研修事業への参加奨励やモラルの向上

を図るなど、専門職としての資質を高めてまいります。

あわせて、学校評議員制度を活用するなどして、保護者や地域住民の思いや願いが反映

できる「風通しのよい学校づくり」を進め、町民の負託に応えるよう努めてまいります。

次に、学校教育の主要事業について申し上げます。

なお、地域の元気臨時交付金（地域経済活性化・雇用創出臨時交付金）充当事業につき

ましても、あわせて申し上げます。

幼稚園教育につきましては、私立幼稚園における就園奨励事業について、国の要綱に

沿って支給額の引き上げを行い、幼児教育の振興と保護者の負担軽減を図ってまいりま

す。

小・中学校につきましては、特別に支援を必要とする児童・生徒に対し、適切できめ細

かな教育的支援を行うための「特別支援教育支援員」について、すべての小・中学校に配

置できるよう予算措置し、特別支援教育のさらなる充実を図ってまいります。

また、教職員の資質向上を図り、学校や教員に対しての信頼を確立するため、より一層

教職員の各種研修活動への積極的な参加を促すとともに、研修機会の充実に努めてまいり

ます。

英語指導助手につきましては、各中学校を核とした授業や生涯学習事業など、コミュニ

ケーション能力の向上と国際理解教育の推進を図るとともに、小学校における外国語活動

についても、言語や文化に対しての理解を深めるため、引き続き３名を招致し、さらなる

活用を図ってまいります。

遠距離通学をする児童・生徒の通学の利便を図るため、スクールバスの運行を行うとと

もに、通学実態に合わせた経費の助成を行い、保護者の負担軽減を図ってまいります。

小・中学校の施設整備につきましては、平成２３年度からの３カ年事業であります南小

学校大規模改修工事を実施するとともに、遠軽中学校改修工事調査設計業務委託を実施し

てまいります。

また、生田原小学校屋上防水工事、安国小学校屋上防水工事、南中学校自転車置場整備

工事、南中学校放送設備等更新工事、白滝中学校地下貯蔵タンク改修工事、小学校遊具設

置工事などを行うとともに、東小学校及び南小学校の児童用パソコンを更新し、学習環境

の整備に努めてまいります。

あわせて、教職員の住環境整備のため、教職員（南小学校校長・教頭）住宅新築工事、

教職員（白滝小学校長）住宅水洗化工事などを実施し、環境整備に努めてまいります。

学校給食につきましては、安全・安心な給食の提供のため、施設の改善などにより食中

毒防止策を強化するとともに、学校給食のスムーズな運営のため、備品の更新等、適正な

備品管理に努めてまいります。

また、瀬戸瀬小学校への給食配送に伴い、給食配送車の購入、車庫の設置などを実施し
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てまいります。

次に、社会教育について申し上げます。

今、社会教育では、教育基本法、社会教育法の改正を受け、生涯学習のより一層の振興

を図るための適切な学習支援・奨励と、家庭教育に関する総合的な支援体制の確立並びに

児童・生徒の学校外における各種学習・体験活動の充実が求められております。

これらの期待に応えるためには、町民一人一人が、生涯にわたって「いつでも、どこで

も、だれでも」自由に学習機会を選択して学ぶことができ、その成果が適切に評価され、

かつ、成果を生かしつつ社会の中で自己実現が図られるよう、社会教育の様々な事業展開

を初め、公民館や図書館、博物館等の活動を含めた、社会教育全体で取り組む必要があり

ます。

そのために社会教育としては、生涯各期の学習機会の充実を図るとともに、学習情報提

供の充実、学習相談体制の充実等を図り、町民一人一人が自らの課題に対して、自主的・

主体的に取り組めるよう積極的に支援してまいります。

また、家庭の教育力向上を図るため、家庭教育に関する総合的な支援体制の確立に努め

るとともに、児童・生徒の学校外における各種学習・体験活動の充実を図るため、学校や

地域との連携・協力を強化し、各種事業の実施に努めてまいります。

次に、社会体育について申し上げます。

スポーツに関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、「スポーツ基本法」が制定

され、基本的施策として「基礎的条件の整備」、「地域スポーツの推進」、「競技スポー

ツの推進」が定められたところであり、多様なスポーツ機会の確保のための環境整備など

が求められているところであります。

これまでも社会体育では、スポーツを通して地域住民同士の交流を促進することによ

り、地域の連帯感や一体感の醸成を図り、地域社会の活性化に寄与することが求められて

きました。

また、青少年のスポーツ活動を奨励し、青少年の豊かな心と健やかな身体の育成や、自

己責任・思いやり・コミュニケーション能力の育成に努めるとともに、町民の健康づくり

の増進にも努める必要があります。

さらには、スポーツの生活化を目指し、それぞれのライフステージや技能に合ったス

ポーツやレクリエーション活動に親しめるよう各種事業を推進するとともに、技能の向上

や参加意欲の高揚を図っていくことも重要であります。

そのために社会体育としては、町民の生涯スポーツへの意識の高揚を図るとともに、町

民の「だれもが、いつでも、どこでも」自由に、そして自主的・主体的に地域スポーツ活

動に親しむことができるように積極的に支援してまいります。

これらの社会教育、社会体育の推進に当たっては、第２次社会教育中期計画に基づき、

多様な学習活動に対する奨励・援助を行うとともに、生涯の各期に応じ、適宜・適切な事

業や学習機会を提供するなど、生涯学習社会の実現に努めてまいります。
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次に、社会教育の主要事業について申し上げます。

なお、学校教育の主要事業と同様に、地域の元気臨時交付金事業につきましても、あわ

せて申し上げます。

未来を担う子どもたちの健全育成を図るため、家庭・学校・地域との連携のもと、地域

の特性を活かした各種事業を引き続き推進するとともに、芸術や文化に触れる機会や発

表・交流の場の確保に努めてまいります。

あわせて、家庭の教育力の向上を図るため、家庭教育に関する学習機会や啓発資料の提

供など、家庭教育の総合的な支援を行ってまいります。

また、町民の生涯学習活動を支援するために、高齢者大学や生涯学習講座などの各種学

習機会の提供や学習情報の提供、有志指導者の育成に努めるとともに、社会教育関係団体

の活動に対し支援を行ってまいります。

文化財につきましては、遠軽町埋蔵文化財センターを中心に、白滝ジオパーク等とも連

携した各種事業の実施など、保存と普及活用に努めてまいります。

施設整備につきましては、丸瀬布中央公民館屋上防水工事及び地下貯蔵タンク改修工

事、遠軽町基幹集落センター暖房設備取替工事などを実施し、施設の整備充実に努めてま

いります。

４図書館（室）につきましては、各図書館（室）間の連携を図り、蔵書の充実と読書の

普及促進に努めるとともに、遠軽町図書館を中心に生涯学習情報センターとしての機能向

上に努め、町民に親しまれる図書館（室）として運営してまいります。

また、所蔵図書などの資料検索能力の向上及びインターネットを利用した予約システム

を確立するとともに、貸出・返却処理能力の向上を図るため、図書館システムの更新を行

い、図書館（室）利用者の利便性の向上に努めてまいります。

次に、社会体育の主要事業について申し上げます。

町民の健康増進や体力づくりを推進するため、各種スポーツ教室・大会などを開催して

まいります。

また、社会体育施設の有効活用と地域の活性化や交流人口の拡大を図るため、関係団体

との連携・協力のもと、各種大会や合宿などの誘致活動を積極的に推進してまいります。

平成２４年度からは、遠軽地域の社会体育施設に指定管理者制度を導入し、遠軽町体育

協会が管理運営を行っており、休館日、開館時間の見直しやトレーニングルームの開設な

ど、町民のニーズに応えた各種事業を展開するなど、利用者本位の施設運営が進みつつあ

ることから、今後も連携を図りながら町民サービスの向上に努めてまいります。

また、冬期間の体育授業やスポーツの場として、多くの町民に利用されているロックバ

レースキー場の維持経費及びペアリフトの修繕や取水ポンプの取替などに係る経費につい

て、支援を行ってまいります。

施設整備につきましては、えんがる球場のスコアボード等塗装改修工事、フェンス防護

マット塗装改修工事などのほか、丸瀬布スポーツプラザ「ＴＡＭＯＫＵ」アリーナ壁改修
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工事などを実施し、施設の整備充実に努めてまいります。

以上、遠軽町教育行政推進の基本的な考え方について申し上げましたが、教育委員会と

いたしましては、その使命と責任の重さを自覚するとともに、教育基本法の精神を踏まえ

つつ、時代の変化に迅速に対応しながら、遠軽町教育目標の実現に向け、学校教育並びに

社会教育の充実に努めてまいります。

町議会並びに町民の皆様の御理解と御協力を賜りますよう重ねてお願い申し上げ、平成

２５年度教育行政執行の方針といたします。

終わります。

１１時２０分まで暫時休憩します。○議長（前田篤秀君）

午前１１時０４分 休憩

──────────────

午前１１時１９分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。○議長（前田篤秀君）

────────────────────────────────────

◎日程第４ 議案第１号から日程第７ 議案第４号及び

日程第８ 議案第１０号

日程第４ 議案第１号遠軽町指定地域密着型サービス事業者等の○議長（前田篤秀君）

指定に関する基準を定める条例の制定について、日程第５ 議案第２号遠軽町指定地域密

着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について、日

程第６ 議案第３号遠軽町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営

並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関

する基準を定める条例の制定について、日程第７ 議案第４号遠軽町新型インフルエンザ

等対策本部条例の制定について、日程第８ 議案第１０号地域社会における共生の実現に

向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う

関係条例の整理についてを一括して議題といたします。

上程の順により、提出者の説明を求めます。

松橋保健福祉課長。

議案第１号遠軽町指定地域密着型サービス事業者等の指○保健福祉課長（松橋行雄君）

定に関する基準を定める条例の制定について御説明いたします。

地域密着型サービス事業所の指定に関する基準等につきましては、現在厚生労働省令で

定められていますが、地域主権一括法等の施行により、厚生労働省令を基準として、地域

の実情に応じて条例で定めることとなりました。

本条例は、介護サービスの基盤強化のための介護保険法等の一部を改正する法律の施行

による、介護保険法の一部改正に伴い制定するものであります。

別紙をお開き願います。

遠軽町指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例。
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本条例は、４条の構成となっております。

第１条は趣旨に関する規定でありまして、指定地域密着型サービス事業者等の指定に関

する基準を定めることを趣旨とするものです。

第２条は、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護の入所定員に関する規定であり

まして、定員を２９人以下と定めるものです。

第３条は、指定地域密着型サービス事業の申請者の資格に関する規定でありまして、事

業者の申請者は法人である者と定めるものです。

第４条は、指定地域密着型介護予防サービス事業の申請者の資格に関する規定でありま

して、事業の申請者は法人である者と定めるものであります。

附則として、この条例は、平成２５年４月１日から施行する。

以上で説明を終わります。

続きまして、議案第２号遠軽町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準を定める条例の制定について御説明いたします。

本条例につきましても、議案第１号と同様に地域主権一括法等の施行により、地域の自

主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律の施

行による介護保険法の一部改正に伴い制定するものであります。

別紙をお開き願います。

遠軽町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条

例。

本条例は、第１章から第９章までの２０２条の構成となっております。

第１章、総則につきましては、３条の構成になっております。

第１条は趣旨に関する規定でありまして、遠軽町指定地域密着型サービスの事業の人

員、設備及び運営に関する基準を定めることを趣旨とするものです。

第２条は、定義に関する規定でありまして、条例で使用する用語について定めるもので

す。

第３条は、指定地域密着型サービスの事業の一般原則に関する規定を定めるものです。

第２章、定期巡回・随時対応型訪問介護看護につきましては、４１条の構成になってお

ります。

第１節は基本方針等に関する規定でありまして、第４条に基本方針に関して、第５条に

指定定期巡回・随時対応型訪問介護看護の提供するサービスについてそれぞれ定めていま

す。

第２節は、人員に関する基準に関する規定でありまして、第６条に従事者の人数に関し

て、第７条に管理者に関してそれぞれ定めています。

第３節は、設備に関する基準に関する規定でありまして、第８条に設備及び備品等に関

して定めています。

第４節は運営に関する基準に関する規定でありまして、第９条から第４２条に内容及び
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手続の説明及び同意、提供拒否の禁止、サービス提供困難時の対応等に関してそれぞれ定

めています。

第５節は、連携型指定定期巡回・随時対応型訪問介護看護の人員及び運営に関する基準

の特例に関する規定でありまして、第４３条に適用除外に関して、第４４条に指定訪問看

護事業者との連携に関してそれぞれ定めています。

第３章、夜間対応型訪問介護につきましては、１５条の構成になっております。

第１節は、基本方針等に関する規定でありまして、第４５条に基本方針に関して、第４

６条に指定夜間対応型訪問介護の提供するサービスに関してそれぞれ定めています。

第２節は、人員に関する基準に関する規定でありまして、第４７条に訪問介護員等の人

数に関して、第４８条に管理者に関してそれぞれ定めています。

第３節は、設備に関する基準に関する規定でありまして、第４９条に設備及び備品等に

関して定めています。

第４節は、運営に関する基準に関する規定でありまして、第５０条から第５９条に指定

夜間対応型訪問介護の基本取扱方針、指定夜間対応型訪問介護の具体的取扱方針、夜間対

応型訪問介護計画の作成等に関してそれぞれ定めています。

第４章、認知症対応型通所介護につきましては、２１条の構成になっております。

第１節は、基本方針に関する規定でありまして、第６０条に定めるものです。

第２節は、人員及び設備に関する基準に関する規定であります。

第１款は、単独型指定認知症対応型通所介護及び併設型指定認知症対応型通所介護に関

する規定でありまして、第６１条に従業者の人数に関して、第６２条に管理者に関して、

第６３条に設備及び備品等に関してそれぞれ定めています。

第２款は、共用型指定認知症対応型通所介護に関する規定でありまして、第６４条に従

業者の人数に関して、第６５条に利用定員等に関して、第６６条に管理者に関してそれぞ

れ定めています。

第３節は、運営に関する基準に関する規定でありまして、第６７条から第８０条に心身

の状況等の把握、利用料等の受領、認知症対応型通所介護の基本取扱方針等に関してそれ

ぞれ定めています。

第５章、小規模多機能型居宅介護につきましては、２８条の構成になっております。

第１節は、基本方針に関する規定でありまして、第８１条に定めています。

第２節は、人員に関する基準に関する規定でありまして、第８２条に従業者の人数等に

関して、第８３条に管理者に関して、第８４条に指定小規模多機能型居宅介護事業者の代

表者に関してそれぞれ定めています。

第３節は、設備に関する基準に関する規定でありまして、第８５条に登録定員及び利用

定員に関して、第８６条に設備及び備品等に関してそれぞれ定めています。

第４節は、運営に関する基準に関する規定でありまして、第８７条から第１８０条に心

身の状況等の把握、居宅サービス事業者等との連携、身分を証する書類の携行等に関して
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それぞれ定めています。

第６章、認知症対応型共同生活介護につきましては、２０条の構成になっております。

第１節は基本方針に関する規定でありまして、第１０９条に定めるものです。

第２節は、人員に関する基準に関する規定でありまして、第１１０条に従業者の人数に

関して、第１１１条に管理者に関して、第１１２条に指定認知症対応型共同生活介護事業

者の代表者に関してそれぞれ定めています。

第３節は、設備に関する基準に関する規定でありまして、第１１３条に定めています。

第４節は、運営に関する基準に関する規定でありまして、第１１４条から第１２８条に

入退居、サービスの提供の記録、利用料等の受領等に関してそれぞれ定めています。

第７章、地域密着型特定施設入居者生活介護につきましては、２１条の構成になってお

ります。

第１節は、基本方針に関する規定でありまして、第１２９条に定めるものです。

第２節は、人員に関する基準に関する規定でありまして、第１３０条に従業者の人数に

関して、第１３１条に管理者に関して定めています。

第３節は、設備に関する基準に関する規定でありまして、第１３２条に定めています。

第４節は、運営に関する基準に関する規定でありまして、第１３３条から第１４９条に

内容及び手続の説明及び契約の締結等、指定地域密着型特定施設入所者生活介護の提供の

開始等、法定代理受領サービスを受けるための利用者の同意等に関してそれぞれ定めてい

ます。

第８章、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護につきましては、４０条の構成に

なっております。

第１節は、基本方針に関する規定でありまして、第１５０条に定めています。

第２節は、人員に関する基準に関する規定でありまして、第１５１条に従業者の人数に

関して定めています。

第３節は、設備に関する基準に関する規定でありまして、第１５２条に定めています。

第４節は、運営に関する基準に関する規定でありまして、第１５３条から第１７７条に

サービス提供困難時の対応、入退所、サービス提供の記録等に関してそれぞれ定めていま

す。

第５節は、ユニット型指定地域密着型介護老人福祉施設の基本方針並びに設備及び運営

に関する基準に関する規定であります。

第１款は、この節の趣旨及び基本方針に関する規定でありまして、第１７８条にこの節

の趣旨に関して、第１７９条に基本方針に関してそれぞれ定めています。

第２款は、設備に関する基準に関する規定でありまして、第１８０条に設備に関して定

めています。

第３款は、運営に関する基準に関する規定でありまして、第１８１条から第１８９条に

利用料等の受領、指定地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護の取扱方針、介護等に
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関してそれぞれ定めています。

第９章、複合型サービスにつきましては、１３条の構成になっております。

第１節は、基本方針に関する規定でありまして、第１９０条に定めるものです。

第２節は、人員に関する基準に関する規定でありまして、第１９１条に従業者の人数等

に関して、第１９２条に管理者に関して、第１９３条に指定複合型サービス事業者の代表

者に関してそれぞれ定めています。

第３節は、設備に関する基準に関する規定でありまして、第１９４条に登録定員及び利

用定員に関して、第１９５条に設備及び備品等に関してそれぞれ定めています。

第４節は、運営に関する基準に関する規定でありまして、第１９６条から第２０２条に

指定複合型サービスの基本取扱方針、指定複合型サービスの具体的取扱方針、主治の医師

との関係等に関してそれぞれ定めています。

附則第１項として、この条例は、平成２５年４月１日から施行する。

第２項から第１７項までは、経過措置であります。経過措置につきましても、介護保険

法の改正に伴い、既に厚生労働省令等に基づき指定を受けていた事業においては、厚生労

働省令において経過措置が定められていることから、今回の条例制定に際しても同様に定

めるものであります。

以上で説明を終わります。

続きまして、議案第３号遠軽町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及

び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方

法に関する基準を定める条例の制定について御説明いたします。

本条例につきましても、議案第１号と同様に地域主権一括法等の施行により、地域の自

主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律の施

行による介護保険法の一部改正に伴い制定するものであります。

別紙をお開き願います。

遠軽町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密

着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める

条例。

本条例は、第１章から第４章までの９０条の構成となっております。

第１章、総則につきましては、３条の構成になっております。

第１条は、趣旨に関する規定でありまして、遠軽町指定地域密着型介護予防サービスの

事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関する基準を定めることを趣旨とするものです。

第２条は定義に関する規定でありまして、条例で使用する用語について定めるもので

す。

第３条は、指定地域密着型介護予防サービスの事業の一般原則に関する規定を定めるも

のです。
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第２章、介護予防認知症対応型通所介護につきましては、３９条の構成になっておりま

す。

第１節は、基本方針に関する規定でありまして、第４条に定めています。

第２節は、人員及び設備に関する基準に関する規定であります。

第１款は、単独型指定介護予防認知症対応型通所介護及び併設型指定介護予防認知症対

応型通所介護に関する規定でありまして、第５条に従業者の人数に関して、第６条に管理

者に関して、第７条に設備及び備品等に関してそれぞれ定めています。

第２款は、共用型指定介護予防認知症対応型通所介護に関する規定でありまして、第８

条に従業者の人数に関して、第９条に利用定員等に関して、第１０条に管理者に関してそ

れぞれ定めています。

第３節は、運営に関する基準に関する規定でありまして、第１１条から第４０条に内容

及び手続の説明及び同意、提供拒否の禁止、サービス提供困難時の対応等に関してそれぞ

れ定めています。

第４節は、介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準に関する規定でありまし

て、第４１条に指定介護予防認知症対応型通所介護の基本取扱方針に関して、第４２条に

指定介護予防認知症対応型通所介護の具体的取扱方針に関してそれぞれ定めています。

第３章、介護予防小規模多機能型居宅介護につきましては、２７条の構成になっており

ます。

第１節は基本方針に関する規定でありまして、第４３条に定めています。

第２節は、人員に関する基準に関する規定でありまして、第４４条に従業者の人数等に

関して、第４５条に管理者に関して、第４６条に指定介護予防小規模多機能型居宅介護事

業者の代表者に関してそれぞれ定めています。

第３節は、設備に関する基準に関する規定でありまして、第４７条に登録定員及び利用

定員に関して、第４８条に設備及び備品等に関してそれぞれ定めています。

第４節は、運営に関する基準に関する規定でありまして、第４９条から第６５条に心身

の状況等の把握、介護予防サービス事業者等との連携、身分を証する書類の携行等に関し

てそれぞれ定めています。

第５節は、介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準に関する規定でありまし

て、第６６条に指定介護予防小規模多機能型居宅介護の基本取扱方針に関して、第６７条

に指定介護予防小規模多機能型居宅介護の具体的取扱方針に関して、第６８条に介護等に

関して、第６９条に社会生活上の便宜の提供等に関してそれぞれ定めています。

第４章、介護予防認知症対応型共同生活介護につきましては、２１条の構成になってお

ります。

第１節は、基本方針に関する規定でありまして、第７０条に定めています。

第２節は、人員に関する基準に関する規定でありまして、第７１条に従業者の人数に関

して、第７２条に管理者に関して、第７３条に指定介護予防認知症対応型共同生活介護事
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業者の代表者に関してそれぞれ定めています。

第３節は、設備に関する基準に関する規定でありまして、第７４条に定めています。

第４節は、運営に関する基準に関する規定でありまして、第７５条から第８６条に入退

居、サービスの提供の記録、利用料等の受領等に関してそれぞれ定めています。

第５節は、介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準に関する規定でありまし

て、第８７条に指定介護予防認知症対応型共同生活介護の基本取扱方針に関して、第８８

条に指定介護予防認知症対応型共同生活介護の具体的取扱方針に関して、第８９条に介護

等に関して、第９０条に社会生活上の便宜の提供等に関してそれぞれ定めています。

附則第１項として、この条例は、平成２５年４月１日から施行する。

第２項から第４項までは経過措置であります。経過措置につきましても、介護保険法の

改正に伴い、既に厚生労働省令等に基づき指定を受けていた事業においては、厚生労働省

令において経過措置が定められていることから、今回の条例制定に際しても同様に定める

ものであります。

以上で説明を終わります。

続きまして、議案第４号遠軽町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について御説

明いたします。

本条例は、新型インフルエンザ等対策特別措置法の制定に伴い制定するものでありま

す。

この法律は、新型インフルエンザ及び全国的かつ急速な蔓延のおそれのある新感染症に

対する対策の強化を図り、国民の生命及び健康を保護し、国民生活及び国民経済に及ぼす

影響が最少となるようにすることを目的として制定されたものでありまして、市町村にも

対策本部の設置が義務づけされ、その組織につきましても、市町村対策本部の長は市町村

対策本部長とし、市町村長を充てる。

また、市町村対策本部に本部員を置き、本部員は副市町村長、市町村教育委員会の教育

長、当該市町村の区域を管轄する消防長、また、その指名する消防吏員のほか、市町村長

が当該市町村の職員のうちから任命するものとし、副対策本部長は本部員から市町村長が

指名するとうたわれているものであります。

別紙をお開き願います。

遠軽町新型インフルエンザ等対策本部条例。

本条例は、第１条から第５条までの構成になっております。

第１条は、本条例の趣旨を定める規定でありまして、対策本部に関し必要な事項を定め

ることを趣旨とするものであります。

第２条は、組織について定める規定でありまして、第１項は対策本部長の役割につい

て、第２項は対策副本部長の役割について、第３項は対策本部員の任務について、第４項

は対策本部員の職員について、第５項は対策本部員の任命についてそれぞれ定めるもので

あります。
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第３条は、会議について定める規定でありまして、第１項は対策本部の会議の招集につ

いて、第２項は国、北海道の職員、その他町村職員以外の者の出席についてそれぞれ定め

るものであります。

第４条は部について定める規定でありまして、第１項は部の設置について、第２項は本

部員の指名について、第３項は部長の指名について、第４項は部長の役割についてそれぞ

れ定めるものであります。

第５条は、委任について定める規定でありまして、この条例に定めるもののほか、必要

な事項は本部長が定めることを定めるものであります。

附則として、この条例は、法の施行の日から施行するものでありまして、新型インフル

エンザ等対策特別措置法は平成２４年５月１１日に公布されておりますが、その施行期日

は公布の日から起算して１年を超えない範囲内において政令で定める日となっていること

から、本条例の施行期日を法の施行の日とするものであります。

以上で説明を終わります。

続きまして、議案第１０号地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施

策を講ずるための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理について御説

明いたします。

本条例は、地域社会における共生の実現に向けて、新たな障害保健福祉施策を講ずるた

めの関係法律の整備に関する法律の施行に伴い、関係条例の規定を整理するものでありま

す。

この法律の主な内容につきましては、障害者自立支援法が障害者の日常生活及び社会生

活を総合的に支援するための法律として名称が改められるとともに、法律の目的や障害の

範囲、支援区分などが改正されたものであります。

別紙をお開き願います。

地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律

の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例。

別紙内容を省略いたしまして、参考資料の新旧対照表により御説明いたします。

第１条関係の遠軽町障害者及び障害児移動支援事業条例、第２条関係の遠軽町日常生活

用具給付等事業条例、第３条関係の遠軽町障害者生活サポート事業条例、第４条関係の遠

軽町障害者及び障害児日中一時支援事業条例につきましては、それぞれ法律の名称と引用

している規定を、第５条関係の遠軽町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例、第６条関係の遠軽町障害者生活サポート事業条例につきましては、認定審査

会の名称を改めるものであります。

別紙に戻りまして、附則として、この条例は、平成２５年４月１日から施行する。

ただし、第５条及び第６条の規定は、平成２６年４月１日から施行するものでありま

す。それぞれ法律の施行期日に合わせて改正規定を施行するものであります。

以上で説明を終わります。
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これより、一括上程いたしました議案５件の質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

質疑は、各案件ごとに行います。

これより、議案第１号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって、議案第１号の質疑を終わります。

次に、議案第２号の質疑を行います。

山田議員。

申しわけないです。ちょっと簡単なことを聞きます。○８番（山田和夫君）

２５ページに、第６０条があるのです。見ていただけました。２５ページの一番下に６

０条というのがございまして、第１節、基本方針と、そして６０条という形になっていま

す。ほかの条文を見ますと、必ず条の前には括弧書きで、そこに基本方針だとかというの

が入っているのですが、この６０条の上には括弧書きありませんよね。これが正規なのか

を、まずお聞きをしたいのです。といいますのは、議案第３号は次の質疑になるのでしょ

うが、議案第３号の部分でもこういったことが、この議案第３号で言うと、４カ所、５カ

所あるのですよ。それが正規なのかどうか、その辺の考え方だけちょっとお聞かせくださ

い。

暫時休憩します。○議長（前田篤秀君）

午前１１時４９分 休憩

──────────────

午前１１時５１分 再開

再開します。○議長（前田篤秀君）

松橋保健福祉課長。

ただいまの御指摘の件につきましては、第６０条につき○保健福祉課長（松橋行雄君）

ましては、１章、１節、１条の条文でございますので、この見出しにつきましては要らな

いというような形で考えております。

ほかに。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

これをもって、議案第２号の質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

次に、議案第３号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって、議案第３号の質疑を終わります。

次に、議案第４号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）
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これをもって、議案第４号の質疑を終わります。

次に、議案第１０号の質疑を行います。

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって、議案第１０号の質疑を終わります。

以上で質疑を終わります。

お諮りいたします。

議案第１号遠軽町指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定める条例の

制定についてから、議案第４号遠軽町新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について

及び議案第１０号地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずる

ための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理については、なお審査の

必要があると思われますので、民生常任委員会に付託し、会期中の審査としたいと思いま

す。これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、議案第１号から議案第４号及び議案第１０号については、民生常任委員会

に付託し、会期中の審査とすることに決定いたしました。

昼食のため、１時まで暫時休憩します。

午前１１時５３分 休憩

──────────────

午後 ０時５８分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。○議長（前田篤秀君）

────────────────────────────────────

◎日程第９ 議案第５号

日程第９ 議案第５号遠軽町一般職の職員の給与に関する条例の○議長（前田篤秀君）

一部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

寒河江総務課長。

議案第５号遠軽町一般職の職員の給与に関する条例の一部○総務課長（寒河江陽一君）

改正について御説明いたします。

災害対策基本法、武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する法律及び新

型インフルエンザ等対策特別措置法の規定により、本町に派遣された職員に災害派遣手当

を支給できるようにするため、別紙のとおり遠軽町一般職の職員の給与に関する条例の一

部を改正するものであります。

別紙をお開き願います。

遠軽町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例。
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別紙の内容を省略いたしまして、次のページ、参考資料、新旧対照表により御説明いた

しますので、次のページをお開き願います。

第１条関係でありますが、第２条中、「及び寒冷地手当」を「寒冷地手当及び災害派遣

手当（武力攻撃災害等派遣手当を含む。以下同じ。）」に改めるものであります。

次に、第２７条の次に、災害派遣手当として、第２７条の２第１項災害派遣手当は、災

害対策基本法第３２条第１項（武力攻撃事態等における国民の保護のための措置に関する

法律第１５４条において読み替えて準用する場合を含む。）の規定により、派遣された職

員が住所または居所を離れて町の区域に滞在することを要する場合に支給することを規定

し、第２項、災害派遣手当の額は、次の表に掲げる額とする。

施設の利用区分、公用の施設またはこれに準ずる施設（１日につき）の場合は、町の区

域に滞在する期間、３０日以内の期間から６０日を超える期間は同額の３,９７０円。施

設の利用区分、その他の施設（１日につき）の場合は、町の区域に滞在する期間３０日以

内の期間は６,６２０円、３０日を超え６０日以内の期間は５,８７０円、６０日を超える

期間は５,１４０円でありまして、この金額につきましては、総務大臣の定めた基準であ

ります。

第３項は、前２項に規定するもののほか、災害派遣手当の支給に関し、必要な事項は規

則で定めることを規定するものであります。

次のページ、第２条関係をお開き願います。

第２条中、武力攻撃災害等派遣手当の次に、「及び新型インフルエンザ等緊急事態派遣

手当」を加え、第２７条の２第１項中、第１５４条の次に、「及び新型インフルエンザ等

対策特別措置法第４４条」を加え、新型インフルエンザ等の緊急事態への対応ができるよ

うに規定をするものであります。

別紙に戻りまして、附則として、この条例中第１条の規定は公布の日から、第２条の規

定は新型インフルエンザ等対策特別措置法の施行の日から施行するものでありまして、新

型インフルエンザ等対策特別措置法は、平成２４年５月１１日に交付をされております

が、その施行期日は、交付の日から起算して１年を超えない範囲内において制令で定める

日となっていることから、第２条の施行期日を法の施行日とするものであります。

以上で説明を終わります。

これより質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって質疑を終わります。

これより、議案第５号遠軽町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正についてを採

決いたします。

本案は、討論を省略して原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）
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異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１０ 議案第６号

日程第１０ 議案第６号遠軽町一般廃棄物処理施設に係る生活環○議長（前田篤秀君）

境影響調査結果の縦覧等の手続に関する条例の一部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

渡辺住民生活課長。

議案第６号遠軽町一般廃棄物処理施設に係る生活環境○住民生活課長（渡辺喜代則君）

影響調査結果の縦覧等の手続に関する条例の一部改正につきまして御説明いたします。

今回の改正につきましては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律の一部改正に伴い、本

条例の一部を改正するものであります。

別紙をお開き願います。

遠軽町一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦覧等の手続に関する条例の

一部を改正する条例。

別紙の内容を省略しまして、次のページの参考資料、新旧対照表によりまして御説明い

たします。

遠軽町一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦覧等の手続に関する条例に

つきましては、第１条中の括弧書き部分の「同条第８項」を「同条第９項」に、「同条第

７項」を「同条第８項」に改正するものであります。

以上で資料の説明を終わります。

別紙に戻りまして、附則としまして、この条例は公布の日から施行する。

以上で説明を終わります。

これより質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって質疑を終わります。

これより、議案第６号遠軽町一般廃棄物処理施設に係る生活環境影響調査結果の縦覧等

の手続に関する条例の一部改正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１１ 議案第７号

日程第１１ 議案第７号遠軽町商工業振興条例の一部改正につい○議長（前田篤秀君）
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てを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

大河原商工観光課長。

議案第７号遠軽町商工業振興条例の一部改正について○商工観光課長（大河原忠宏君）

を御説明いたします。

遠軽町商工業振興条例の一部改正につきましては、中小企業者が行います高度化事業に

対する助成の地域限定を解除するとともに、文言を整理するため、本条例の一部を改正す

るものでございます。

次のページ、別紙をお開き願います。

遠軽町商工業振興条例の一部を改正する条例。

遠軽町商工業振興条例の一部を次のように改正するものでございます。

改正の内容につきましては、別紙参考資料により御説明いたしますので、次のページを

お開き願います。

これは、遠軽町商工業振興条例の第３条を抜粋しました新旧対照表であります。

現行条例第３条第１号中「飲食業」を日本標準産業分類の第１２回改定の「飲食サービ

ス業」に改め、同条同号中の括弧書き、「遠軽町生田原、丸瀬布及び白滝の全域並びに遠

軽町瀬戸瀬及び社名淵地域に限る。」を削るものでございます。

前のページに戻りまして、附則といたしまして、この条例は平成２５年４月１日から施

行するものでございます。

以上で説明を終わります。

これより質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって質疑を終わります。

お諮りいたします。

議案第７号遠軽町商工業振興条例の一部改正については、なお審査の必要があると思わ

れますので、経済常任委員会に付託し、会期中の審査といたしたいと思います。これに御

異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は、経済常任委員会に付託し、会期中の審査とすることに決定いたし

ました。

────────────────────────────────────

◎日程第１２ 議案第８号

日程第１２ 議案第８号遠軽町道路占用料徴収条例の一部改正に○議長（前田篤秀君）

ついてを議題といたします。
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提出者の説明を求めます。

中川原建設課長。

議案第８号遠軽町道路占用料徴収条例の一部改正について○建設課長（中川原英明君）

御説明いたします。

道路法施行令の一部改正に伴い、本条例の一部を改正するものです。

別紙をお開き願います。

遠軽町道路占用料徴収条例の一部を改正する条例。

遠軽町道路占用料徴収条例の一部を次のように改正する。

別紙内容を省略いたしまして、参考資料の新旧対照表により御説明いたします。新旧対

照表をお開き願います。

この条例の改正は、上位法の道路法施行令が主として自然エネルギーの利用促進、被災

地の救済措置などを目的に太陽光発電設備及び風力発電設備、一時避難場所として機能を

有する津波避難施設、応急仮設建物などで被災者の居住の用に供するために必要なもの。

小型自動車などを駐車させるための車輪どめ装置その他の機具、トンネルの上または高速

自動車国道などの路面下に設ける休憩所、給油所などの５項目が新たに道路占用の許可対

象物件として追加されたことにより改正するものでございます。

これに基づき、現行条例別表中、政令第７条第１号に掲げる物件から、政令第７条第８

号に掲げる休憩所、給油所及び自動車修理所までを改正別表中、政令第７条第１号に掲げ

る物件から、政令第７条第１３号に掲げる施設に改めるものでございます。

附則といたしまして、この条例は平成２５年４月１日から施行するものでございます。

以上で説明を終わります。

これより質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって質疑を終わります。

これより、議案第８号遠軽町道路占用料徴収条例の一部改正についてを採決いたしま

す。

本案は討論を省略し、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１３ 議案第９号

日程第１３ 議案第９号遠軽町公共下水道受益者負担金条例及び○議長（前田篤秀君）

遠軽町公共下水道遠軽処理区受益者分担金条例の一部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。
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岸野水道課長。

議案第９号遠軽町公共下水道受益者負担金条例及び遠軽町公○水道課長（岸野博美君）

共下水道遠軽処理区受益者分担金条例の一部改正についてを御説明いたします。

遠軽町公共下水道受益者負担金条例及び遠軽町公共下水道遠軽処理区受益者分担金条例

の一部を改正する条例は、特別会計に関する法律の一部改正による国が経営する最後の企

業である国有林野事業特別会計の廃止に伴い、本条例を定めるものであります。

次のページ、別紙をお開き願います。

別紙は、遠軽町公共下水道受益者負担金条例及び遠軽町公共下水道遠軽処理区受益者分

担金条例の一部を改正する条例でありまして、改正の内容は、参考資料により御説明いた

します。

次のページ、参考資料をお開き願います。

第１条関係及び第２条関係につきましては、それぞれ現行の条例の第８条第２項第２号

の「国又は」を削るものであります。

前のページに戻りまして、附則として、この条例は平成２５年４月１日から施行するも

のであります。

以上で説明を終わります。

これより質疑を行います。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

質疑なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

これをもって質疑を終わります。

これより、議案第９号遠軽町公共下水道受益者負担金条例及び遠軽町公共下水道遠軽処

理区受益者分担金条例の一部改正についてを採決いたします。

本案は、討論を省略して原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１４ 議案第１１号から日程第１８ 議案第１５号

日程第１４ 議案第１１号平成２４年度遠軽町一般会計補正予算○議長（前田篤秀君）

（第９号）、日程第１５ 議案第１２号平成２４年度遠軽町介護保険特別会計補正予算

（第３号）、日程第１６ 議案第１３号平成２４年度遠軽町個別排水処理事業特別会計補

正予算（第１号）、日程第１７ 議案第１４号平成２４年度遠軽町水道事業会計補正予算

（第１号）、日程第１８ 議案第１５号平成２４年度遠軽町下水道事業会計補正予算（第

１号）、以上議案５件は関連がありますので、一括して議題といたします。

上程の順により提出者の説明を求めます。

太田財政課長。○議長（前田篤秀君）
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議案第１１号平成２４年度遠軽町一般会計補正予算（第９○財政課長（太田 守君）

号）について御説明いたします。

平成２４年度遠軽町一般会計補正予算（第９号）につきましては、既定の歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ４億６,１５２万１,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を

１４５億２,０１３万７,０００円とするものであります。

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」により御説明いたしま

す。

継続費の補正につきましては、「第２表継続費補正」により御説明いたします。

繰越明許費の補正につきましては、「第３表繰越明許費補正」により御説明いたしま

す。

債務負担行為の補正につきましては、「第４表債務負担行為補正」により御説明いたし

ます。

地方債の補正につきましては、「第５表地方債補正」により御説明いたします。

１ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正の歳入から御説明いたします。

１２款分担金及び負担金につきましては、１項分担金に１１万円追加、２項負担金に８

２０万１,０００円追加し、総額を２億３,３１９万３,０００円とするものであります。

１３款使用料及び手数料につきましては、１項使用料を１２１万円減額し、総額を４億

５,１１５万７,０００円とするものであります。

１４款国庫支出金につきましては、１項国庫負担金に１,３３１万６,０００円追加、２

項国庫補助金に２億５,５３５万７,０００円追加、３項委託金を８２万３,０００円減額

し、総額を１０億７,５３６万円とするものであります。

１５款道支出金につきましては、１項道負担金を５２６万４,０００円減額、２項道補

助金に５,６９６万１,０００円を追加し、総額を６億３,４４３万３,０００円とするもの

であります。

１６款財産収入につきましては、１項財産運用収入を４４万９,０００円減額し、総額

を４,６９３万２,０００円とするものであります。

１７款寄附金につきましては、５１万７,０００円追加し、総額を５１１万１,０００円

とするものであります。１項同額であります。

１８款繰入金につきましては、３,４３９万５,０００円減額し、総額を７,３０３万９,

０００円とするものであります。１項同額であります。

２０款諸収入につきましては、５項雑入に９０万円追加し、総額を１億３１万２,００

０円とするものであります。

２１款町債につきましては、１億６,８３０万円追加し、総額を２１億９,３６０万円と

するものであります。１項同額であります。

これによりまして、歳入合計１４０億５,８６１万６,０００円に４億６,１５２万１,０
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００円を追加し、総額を１４５億２,０１３万７,０００円とするものであります。

２ページをお開き願います。

次に、歳出について御説明いたします。

２款総務費につきましては、１項総務管理費を２,１３９万円減額、４項選挙費を８２

万３,０００円減額し、総額を２８億２,９３２万１,０００円とするものであります。

３款民生費につきましては、１項社会福祉費に２,７０６万６,０００円追加し、総額を

３０億８,４４２万９,０００円とするものであります。

４款衛生費につきましては、１項保健衛生費を５７１万２,０００円減額、２項清掃費

を１,０６７万２,０００円減額し、総額を１０億２,９２５万９,０００円とするものであ

ります

６款農林水産業費につきましては、１項農業費に２億７,７６５万９,０００円追加、２

項林業費を８３万６,０００円減額し、総額を６億７,４５２万４,０００円とするもので

あります。

７款商工費につきましては、２６万円追加し、総額を３億８,５５１万２,０００円とす

るものであります。１項同額であります。

８款土木費につきましては、２項道路橋りょう費に２億４５６万１,０００円追加、３

項河川費を２２万５,０００円減額、４項都市計画費を１,９２３万９,０００円減額、５

項下水道費を１１７万３,０００円減額、６項住宅費に６,３５８万５,０００円追加し、

総額を２０億４,３６９万３,０００円とするものであります。

９款消防費につきましては、３,６６６万２,０００円減額し、総額を９億８,０３０万

８,０００円とするものであります。１項同額であります。

１０款教育費につきましては、１項教育総務費に５３万８,０００円追加、２項小学校

費を１,０８０万７,０００円減額、３項中学校費を１６０万１,０００円減額、５項幼稚

園費を２３５万８,０００円減額、６項社会教育費を６５万円減額し、総額を９億９,２６

５万７,０００円とするものであります。

これによりまして、歳出合計１４０億５,８６１万６,０００円に４億６,１５２万１,０

００円を追加し、総額を歳入歳出同額の１４５億２,０１３万７,０００円とするものであ

ります。

次に、３ページ、第２表、継続費補正について御説明いたします。

継続費の補正につきましては、８款土木費、６項住宅費、ふくろ団地公営住宅新築工事

につきましては、額の確定により、記載のとおり継続費の補正をするものであります。

なお、継続費に係る調書につきましては、５４ページに記載しておりますので、御参照

願います。

４ページをお開き願います。

次に、第３表、繰越明許費補正について御説明いたします。

１の追加は、２款総務費、１項総務管理費、ジオパーク情報板設置事業から、追加の表
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の下段、８款土木費、６項住宅費、栄行団地公営住宅解体事業までの１４事業は、国の平

成２４年度補正予算（第１号）緊急経済対策に係る追加公共事業として、平成２５年度予

算からの前倒しにより実施する事業の経費でありまして、それぞれ年度内支出が見込めま

せんので、繰越明許費とするものであります。

なお、事業の内容につきましては、歳出において御説明をいたします。

２の変更に係る補正は、２款総務費、１項総務管理費、テレビ視聴環境整備事業につき

ましては、事業費の変更により、補正前８,３６０万５,０００円を補正後５,６９０万８,

０００円とするものであります。

なお、繰越明許費、繰越計算書につきましては、地方自治法施行令第１４６条第２項の

規定に基づき、本年５月３１日までに調整し、次の本会議において御報告いたします。

次に、５ページ、第４表、債務負担行為補正について御説明いたします。

平成２４年度農業経営基盤強化資金利子補給は新規２件に係るもので、期間を平成２４

年度から平成２９年度、限度額を１８万２,０００円とするものであります。

平成２４年度大家畜特別支援資金利子補給は、新規貸し付け２件に係るもので、期間を

平成２４年度から平成４９年度、限度額を３３７万９,０００円とするものであります。

なお、債務負担行為補正に係る調書につきましては、５５ページに記載しておりますの

で、御参照願います。

６ページをお開き願います。

第５表、地方債補正について御説明いたします。

１の追加、ジオパーク情報板設置事業、限度額１,３１０万円、用排水路整備事業、限

度額８,９００万円及び交流促進施設やまびこチップボイラー整備事業、限度額３,０００

万円につきましては、事業の追加によりそれぞれ追加するものであります。

なお、起債の方法、利率、償還の方法は、記載のとおりであります。

２の変更、ジオパーク案内板設置事業から南小学校大規模改修事業までの１０事業につ

きましては、事業の精査及び追加により、限度額をそれぞれ変更するものであります。

なお、起債の方法、利率、償還の方法は、記載のとおりであります。

また、５６ページに地方債の前年度末及び当該年度末における現在高の見込みに関する

調書を記載しておりますので御参照願います。

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の１、総括を省略いたしまして、３、歳出から御

説明いたします。

１６ページをお開き願います。

３、歳出。

２款総務費１項総務管理費１目一般管理費、職員人件費３３５万６,０００円の減額に

つきましては、一般職給から住居手当まで及び職員共済組合追加費負担金は執行精査によ

る減額、職員共済組合負担金は、基礎年金拠出金に係る公的負担金率の遡及改定による減

額であります。総務一般経費３０万４,０００円につきましては、普通旅費の追加であり
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まして、遠軽高校野球部の第８５回記念選抜高等学校野球大会出場に伴う現地での応援に

係る旅費２名分を計上するものであります。

２目文書広報費、広報紙発行事業１４９万５,０００円の減額につきましては、普通旅

費１５万円は遠軽高校野球部の第８５回記念選抜高等学校野球大会出場に伴う現地での取

材に係る旅費１名分を追加。印刷製本費１９３万９,０００円の減額は、広報紙作成に係

る印刷製本費の執行精査。広報用記念撮影業務委託料２９万４,０００円は、遠軽高校野

球部の第８５回記念選抜高等学校野球大会出場に伴い、現地での写真撮影を委託するもの

であります。

５目財産管理費、テレビ視聴環境整備事業、遠軽デジタル中継局整備事業補助金２,６

６９万７,０００円の減額につきましては、民放放送局のテレビ北海道、ＴＶＨの視聴環

境の整備に当たり、ＴＶＨが事業主体となって実施する遠軽デジタル中継局の整備に係る

国庫補助金が町の間接補助から国から同局への直接補助に変更となったため、国庫補助金

分を減額するものであります。

８目交通対策費、バス路線事業、地域公共交通確保維持改善事業補助金２１３万６,０

００円の減額につきましては、町内循環線及び遠軽清里線に係る補助金の確定による減額

であります。町営バス運行事業１８８万５,０００円の減額につきましては、町営バス運

行委託料の執行精査であります。

１２目エネルギー対策費、白滝発電所管理事業６４万２,０００円の減額につきまして

は、白滝水力発電所の発電休止により、流水占用料の減免決定を受けたことによる皆減で

あります。エネルギー対策事業７５０万円の減額につきましては、住宅太陽光発電システ

ム設置費補助金は、執行精査による減額でありまして、当初予算の新築１５件に対し実績

見込み１５件、既築３５件に対し実績見込み８件であります。

１３目ジオパーク推進事業２,１５０万円につきましては、ジオパーク情報板設置工事

は、国の緊急経済対策に伴う追加公共事業として、平成２５年度予算からの前倒しにより

実施するものであります。ジオパーク活動拠点施設の各所に情報板を設置するもので、全

額を繰越明許とするものであります。財源は、国庫支出金８４０万円を見込むものであり

ます。事業の概要につきましては、後ほど担当より御説明いたします。

１５目基金運営費、基金運営事業５１万７,０００円につきましては、まちづくり振興

基金積立金でありまして、指定寄附金７件及びふるさと納税寄附金２件に伴う積立金の追

加であります。

４項選挙費２目衆議院議員選挙費、衆議院議員選挙一般事務費８２万３,０００円の減

額につきましては、選挙管理委員会委員報酬から備品購入費まで、選挙一般事務費の執行

精査であります。

３款民生費１項社会福祉費１目社会福祉総務費、介護保険事業８５５万１,０００円に

つきましては、介護保険特別会計の補正に伴う追加であります。

２目障害者福祉費、障害者自立支援事業２,６６３万３,０００円につきましては、障害
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福祉サービス費等の増による介護給付費・訓練等給付費の追加であります。

３目高齢者福祉費、民間社会福祉施設整備事業８１１万８,０００円の減額につきまし

ては、養護老人ホーム緑の園等建設事業補助金に係る道交付金の追加決定及び町単独分の

精査であります。内訳は、道交付金の追加決定は地域密着型特別養護老人ホームグリーン

プラザ建設費補助金２,４０２万６,０００円の追加、町単独分の精査は養護老人ホーム緑

の園建設費補助金３,２１４万４,０００円の減額であります。

４款衛生費１項保健衛生費１目保健衛生総務費、訪問看護ステーション事業２８万５,

０００円につきましては、遠軽地域訪問看護ステーション事業負担金に係る平成２４年度

分負担金の確定による追加であります。地域医療対策事業４９３万５,０００円の減額に

つきましては、丸瀬布厚生病院医療機器整備事業補助金の確定による減額であります。

５目診療所費、医科診療所運営事業１０６万２,０００円の減額につきましては、生田

原医科診療所に係る備品購入費の執行精査であります。

２項清掃費１目清掃総務費、リサイクル推進事業５０２万７,０００円の減額につきま

しては、遠軽地区広域組合衛生負担金の執行精査であります。

２目塵芥処理費、ごみ処理場管理事業６０万４,０００円の減額につきましては、廃棄

物処理施設水道認可変更業務委託負担金の執行精査であります。

３目し尿処理費、し尿処理事業５０４万１,０００円の減額につきましては、遠軽地区

広域組合衛生負担金の執行精査であります。

６款農林水産業費１項農業費３目農業振興費、農業融資利子補給事業３万７,０００円

につきましては、農業経営基盤強化資金利子補給事業補助金は、新規貸し付け２件による

追加であります。

４目畜産業費、畜産関連融資利子補給事業、大家畜特別支援資金利子補給事業補助金２

万２,０００円は、新規貸し付け２件による追加、畜産担い手育成総合整備事業１,１２０

万円につきましては、国の緊急経済対策に伴う追加公共事業として、平成２５年度予算か

らの前倒しにより実施する事業の負担金の追加でありまして、全額を繰越明許とするもの

であります。

５目農地費、用排水路整備事業１億９,７９０万円につきましては、国の緊急経済対策

に伴う追加公共事業として、平成２５年度予算からの前倒しにより実施するもので、中央

幹線排水路及び第一幹線の水管理施設や附帯する施設の整備を行うものであります。中央

幹線排水路附帯施設調査設計業務委託料３５０万円、第一幹線附帯施設調査設計業務委託

料２３０万円、中央幹線排水路分水工整備工事１億４,０００万円、中央幹線排水路附帯

施設改修工事２,８７０万円、第一幹線附帯施設改修工事１,３４０万円、中央幹線排水路

転落防止施設整備工事１,０００万円を新たに追加するもので、全額を繰越明許とするも

のであります。財源は、国庫支出金１億８８４万５,０００円を見込むものであります。

事業の概要につきましては、後ほど担当より御説明をいたします。

６目農業施設費、交流促進施設やまびこ管理事業６,４４０万円につきましては、国の
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緊急経済対策に伴う追加公共事業として、平成２５年度予算からの前倒しにより実施する

ものであります。

交流促進施設やまびこチップボイラー整備設計業務委託料４４０万円、交流促進施設や

まびこチップボイラー整備工事６,０００万円は、遠軽町地域新エネルギービジョンに基

づき、温室効果ガスの排出量削減と地域木材の利用拡大による地産地消の取り組みにつな

げるとともに、施設管理の経費削減を図るため、チップボイラー施設を整備するもので、

全額を繰越明許とするものであります。財源は、道支出金３,０００万円を見込むもので

あります。事業の概要につきましては、後ほど担当より御説明をいたします。

公共牧場管理事業、道営草地整備事業負担金４１０万円につきましては、国の緊急経済

対策に伴う追加公共事業として、平成２５年度予算からの前倒しにより、支湧別牧野２７

ヘクタールを整備することに伴う負担金の追加でありまして、前倒しに係る負担金は補正

額４１０万円に執行残額９０万円を合計した５００万円を繰越明許とするものでありま

す。

２項林業費１目林業振興費、小規模治山事業８３万６,０００円の減額につきまして

は、丸瀬布平和山公園小規模治山実施設計業務委託料及び丸瀬布平和山公園小規模治山工

事の執行精査であります。

７款商工費１項商工費１目商工業振興費、企業振興促進助成事業２６万円につきまして

は、企業振興促進補助金は新規１件による追加及び執行精査であります。

４目観光費は、財源の振りかえであります。

８款土木費２項道路橋りょう費１目道路橋りょう総務費、道路台帳整備事業１６万１,

０００円の減額につきましては、道路台帳等補正業務委託料の執行精査であります。道路

橋りょう総務一般経費８０万円の減額につきましては、町道用地確定測量業務委託料の執

行精査であります。

２目道路橋りょう維持費、道路橋りょう維持事業２,１００万円につきましては、国の

緊急経済対策に伴う追加公共事業として、平成２５年度予算からの前倒しにより実施する

もので、昨年１２月の笹子トンネル事故を受け、社会インフラの老朽化対策が求められて

おり、町内の道路、重要構造物について、安全な施設維持管理を図るため、点検を行うも

のであります。道路擁壁等点検業務委託料１,３００万円、旭トンネル点検業務委託料８

００万円を新たに追加し、全額を繰越明許とするものであります。財源は、国庫支出金

１,２６０万円を見込むものであります。事業の概要につきましては、後ほど担当より御

説明いたします。

除雪対策事業３,１０４万３,０００円につきましては、国の緊急経済対策に伴う追加公

共事業として、平成２５年度予算からの前倒しにより実施するもので、新たに遠軽地域で

使用する１０トン除雪ダンプトラック１台を購入する経費として、手数料２万円、自動車

損害保険料３万９,０００円、備品購入費３,０８９万３,０００円は、除雪ダンプトラッ

ク購入費４,１６９万３,０００円から既定予算の執行精査１,０８０万円を減額した額、
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自動車重量税９万１,０００円を追加するもので、全額を繰越明許とするものでありま

す。財源は、国庫支出金１,８６６万６,０００円を見込むものであります。事業の概要に

つきましては、後ほど担当より御説明をいたします。

３目道路橋りょう新設改良費、道路新設改良１億５,３４７万９,０００円につきまして

は、執行精査による減額及び国の緊急経済対策に伴う追加公共事業として、平成２５年度

予算からの前倒しにより実施するものであります。執行精査による減額は、南町３９号線

通資材単価策定業務委託料１万８,０００円の減額、東２線道路（防雪柵）用確設計業務

委託料２０５万３,０００円の減額、瞰望岩通（雪崩柵）設計業務委託料１２１万２,００

０円の減額、寿７号通用地確定業務委託料３２万円の減額、用地購入費９１万８,０００

円の減額、物件移転補償金９００万円の減額であります。社名淵原野道路阿部橋架替工事

実施設計負担金６００万円の減額は、同事業の未執行による皆減であります。

次に、国の緊急経済対策に伴う追加公共事業として、平成２５年度予算からの前倒しに

より、全額繰越明許として実施するものは、瞰望岩通資材単価等策定業務委託料３０万

円、南町３９号線通道路改良舗装工事７,３００万円、白滝市街西線道路改良舗装工事３,

０００万円は、平成２５年度予算からの前倒し分４,０００万円から既定予算の執行精査

１,０００万円を減額して追加、東２線道路防雪工事（雪崩柵）３,２００万円は、平成２

５年度予算からの前倒し分８,２００万円から既定予算の交付金未採択に伴う工事未執行

による皆減５,０００万円を減額して追加、瞰望岩通防雪工事（雪崩柵）３,４７０万円

は、平成２５年度予算からの前倒し分を追加、道路改良附帯工事３００万円は平成２５年

度予算からの前倒し分４００万円から、既定予算の執行精査１００万円を減額して追加す

るものであります。財源は、国庫支出金１億５６１万８,０００円を見込むものでありま

す。事業の概要につきましては、後ほど担当より御説明いたします。

３項河川費１目河川総務費、河川維持管理事業２２万５,０００円の減額につきまして

は、トーウンナイ川河川維持工事の執行精査であります。

４項都市計画費１目都市計画総務費、地籍整備事業１,９２３万９,０００円の減額につ

きましては、地籍調査事業業務委託料及び地籍調査事業永久杭埋設業務委託料の執行精査

であります。

５項下水道費１目公共下水道費、下水道事業の推進１１７万３,０００円の減額につき

ましては、個別排水処理事業特別会計の補正に伴うものであります。

６項住宅費１目住宅管理費、町営住宅維持管理事業１７８万円の減額につきましては、

町営住宅駐車場管理業務委託料及びその他補償金の執行精査であります。

２目住宅建設費、町営住宅建設事業６,５３６万５,０００円につきましては、執行精査

による減額及び国の緊急経済対策に伴う追加公共事業として、平成２５年度予算からの前

倒しにより実施するものであります。執行精査による減額は、学田団地公営住宅解体工事

７８万円の減額、ふくろ団地公営住宅新築工事２１４万２,０００円の減額、ふくろ団地

公営住宅外構附帯工事５６万７,０００円の減額であります。
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次に、国の緊急経済対策に伴う追加公共事業として、平成２５年度予算からの前倒しに

より全額繰越明許として実施するものは、栄行団地公営住宅建設工事６,６６４万９,００

０円は、平成２５年度予算からの前倒し分８,２１１万円から既定予算の執行精査１,５４

６万１,０００円を減額して追加、栄行団地公営住宅解体工事２２０万５,０００円は、平

成２５年度予算からの前倒し分３００万円から既定予算の執行精査７９万５,０００円を

減額して追加するものであります。財源は、国庫支出金２,３７９万円を見込むものであ

ります。事業の概要につきましては、後ほど担当より御説明いたします。

９款消防費１項消防費１目消防費、広域組合運営事業３,６６６万２,０００円の減額に

つきましては、遠軽地区広域組合消防負担金の精査による減額であります。

１０款教育費１項教育総務費２目事務局費、教職員健康診断事業３０万９,０００円の

減額につきましては、手数料の執行精査であります。

３目教育振興費、教育振興一般経費８４万７,０００円につきましては、安国中学校、

丸瀬布中学校が第２７回全道リコーダーコンテストに参加、南中学校、白滝中学校が第４

５回北海道中学校スキー大会に参加、東小学校、遠軽中学校が第４９回北海道管楽器個人

コンクール、第４４回北海道アンサンブルコンクールに参加、南中学校、白滝中学校が第

５０回全国中学校スキー大会に参加したことにより、学校行事負担金に不足が見込まれま

すので、追加するものであります。

２項小学校費２目教育振興費、小学校特別支援教育支援員配置事業８５万円の減額につ

きましては、臨時職員賃金及び費用弁償の執行精査であります。小学校遠距離通学助成事

業１１０万９,０００円の減額につきましては、利用回数減による自動車借上料の執行精

査であります。要保護・準要保護児童援助事業１５８万２,０００円の減額につきまして

は、認定者減少による就学援助費の減額であります。

３目学校建設費、小学校建設事業７２６万６,０００円の減額につきましては、生田原

小学校ほか５校グラウンド整備工事ほか４工事の執行精査であります。

３項中学校費２目教育振興費、中学校特別支援教育支援員配置事業４３万円の減額につ

きましては、臨時職員賃金及び費用弁償の執行精査であります。中学校遠距離通学助成事

業９３万円の減額につきましては、利用回数の減による自動車借上料の執行精査でありま

す。

３目学校建設費、中学校建設事業２４万１,０００円の減額につきましては、生田原中

学校ほか４校グラウンド整備工事の執行精査であります。

５項幼稚園費１目幼稚園費、幼稚園就園奨励事業２３５万８,０００円の減額につきま

しては、幼稚園就園奨励費補助金の執行精査であります。

６項社会教育費１目社会教育総務費、講演会・講座研修事業６５万円の減額につきまし

ては、各種講座等講師謝礼金の執行精査であります。

次に、歳入について御説明いたします。

戻りまして、１０ページをお開き願います。
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２、歳入。

１２款分担金及び負担金１項分担金１目農林水産業費分担金１１万円につきましては、

道営土地改良事業分担金でありまして、作付作物の変更及び耕作地拡大に伴う工種の追加

によるものであります。

２項負担金３目農林水産業費負担金８２０万１,０００円につきましては、畜産担い手

育成総合整備事業負担金でありまして、平成２５年度予算からの前倒しによる実施に伴う

負担金の追加であります。

１３款使用料及び手数料１項使用料４目農林水産使用料１２１万円の減額につきまして

は、交流促進施設やまびこ入館料の精査であります。

１４款国庫支出金１項国庫負担金１目民生費国庫負担金１３３１万６,０００円につき

ましては、障害者介護給付費等負担金でありまして、障害者自立支援事業に係る負担金の

追加であります。

２項国庫補助金１目総務費国庫補助金１,８２９万７,０００円の減額につきましては、

無線システム普及支援事業補助金２,６６９万７,０００円の減額は、テレビ視聴環境整備

事業に係る補助金の精査、社会資本整備総合交付金８４０万円は、平成２５年度予算から

の前倒しにより実施するジオパーク推進事業に係る交付金の追加であります。

４目土木費国庫補助金１節道路橋りょう費補助金１億３,６８８万４,０００円につきま

しては、除雪機械購入費補助金１,８６６万６,０００円は、平成２５年度予算からの前倒

しによる１０トン除雪ダンプトラック購入に係る補助金２,４７９万８,０００円から、既

定予算の執行精査分６１３万２,０００円を減額して追加するものであります。

道路改良事業交付金１億５６１万８,０００円は、平成２５年度予算からの前倒しによ

り実施する南町３９号線通道路改良舗装事業ほか３事業に係る交付金１億３,８００万円

から、既定予算の執行精査分３,２３８万２,０００円を減額して追加するものでありま

す。

道路ストック総点検事業交付金１,２６０万円は、平成２５年度予算からの前倒しによ

り実施する道路擁壁等点検業務委託及び旭トンネル点検業務委託に係る交付金の追加であ

ります。

２節住宅費補助金２,８８０万２,０００円につきましては、地域住宅交付金の執行精査

及び平成２５年度予算からの前倒しにより実施する町営住宅建設事業などに係る交付金の

追加であります。

５目教育費国庫補助金８７万７,０００円の減額につきましては、幼稚園就園奨励費補

助金でありまして、補助率の調整による減額であります。

７目農林水産業費国庫補助金１億８８４万５,０００円につきましては、管理省力化施

設整備事業補助金でありまして、平成２５年度予算からの前倒しにより実施する用排水路

整備事業に係る補助金の追加であります。

３項委託金、１目総務費委託金８２万３,０００円の減額は、衆議院議員選挙費委託金
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の執行精査であります。

１５款道支出金１項道負担金１目民生費道負担金６６５万８,０００円につきまして

は、障害者介護給付費等負担金でありまして、障害者自立支援事業に係る負担金の追加で

あります。

２目土木費道負担金１,１９２万２,０００円の減額につきましては、地籍調査事業費負

担金の精査であります。

２項道補助金、１目総務費道補助金２２万４,０００円につきましては、代替バス路線

維持補助金の精査による１４万４,０００円の減額及び電源立地地域対策交付金の確定に

よる３８万８,０００円の追加であります。

２目民生費道補助金２,４０２万６,０００円につきましては、介護基盤緊急整備特別対

策事業交付金でありまして、養護老人ホーム緑の園等建設事業補助金に係る地域密着型特

別養護老人ホームグリーンプラザ建設費補助金の追加であります。

５目農林水産業費道補助金１節農業費補助金３１２万３,０００円につきましては、農

業経営基盤強化資金利子補給事業補助金１万９,０００円は、新規２件による追加、大家

畜特別支援資金利子補給事業補助金１万５,０００円は新規２件による追加、自給飼料生

産拡大緊急対策事業補助金２９９万９,０００円は畜産担い手育成総合整備事業に係る追

加、食糧供給基盤強化特別対策事業補助金９万円は畑地帯総合整備事業の事業費確定によ

る追加であります。

２節林業費補助金２,９５６万８,０００円につきましては、森林整備加速化・林業再生

事業補助金３,０００万円は、平成２５年度予算の前倒しにより実施する交流促進施設や

まびこチップボイラー整備事業に係る補助金の追加、小規模治山事業補助金４３万２,０

００円の減額は事業の精査であります。

１６款財産収入１項財産運用収入１目財産貸付収入４４万９,０００円の減額は、教職

員住宅貸付料の精査であります。

１７款寄附金１項寄附金２目指定寄附金４１万２,０００円の追加につきましては、社

会福祉振興資金として、福路１丁目、海野文子様から１０万円、寿町、尾関美惠子様から

３万円、匿名希望者様から３万円、遠軽ライオンズクラブ会長、佐野和志様から６万２,

１００円、まちづくり振興資金として、見晴、吉野秀男様から１０万円、昆虫生態館ほか

パンフレット印刷費用として、札幌市、山岸政男様から７万円、在宅福祉事業用資金とし

て、匿名希望者様から２万円。

３目ふるさと納税寄附金１０万５,０００円の追加につきましては、ふるさと振興資金

として、匿名希望者様から５,０００円、神奈川県、宮田健一様から１０万円、指定寄附

金がございましたので、寄附者の御意思に沿いまして予算措置をしたところであります。

１８款繰入金１項基金繰入金１目財政調整基金繰入金３,４３９万５,０００円の減額に

つきましては、財政調整基金繰入金の減額であります。

２０款諸収入５項雑入６目雑入９０万円につきましては、いきいきふるさと推進事業助
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成金９０万円は、第２５回記念ヤマベ祭り開催事業に係る助成金の追加であります。

２１款町債１項町債１目総務債１,３９０万円につきましては、ジオパーク案内板設置

事業債は精査による追加、ジオパーク情報板設置事業債は、平成２５年度予算からの前倒

し実施による追加であります。

２目民生債３,２１０万円の減額につきましては、養護老人ホーム緑の園等建設事業債

の精査であります。

３目衛生債６００万円の減額につきましては、生田原診療所医療機器整備事業債及び丸

瀬布厚生病院医療機器整備事業債の精査であります。

４目農林水産業債１節林業債５０万円の減額につきましては、平和山公園小規模治山事

業債の精査であります。

２節農業債１億１,９００万円につきましては、平成２５年度予算からの前倒しによる

用排水路整備事業債８,９００万円及び交流促進施設やまびこチップボイラー整備事業債

３,０００万円の追加であります。

５目土木債１節道路橋りょう債５,６００万円につきましては、道路新設改良事業債及

び除雪機械整備事業債の追加及び精査であります。

２節住宅債２,３９０万円につきましては、公営住宅建設事業債の追加及び精査であり

ます。

６目消防債１３０万円の減額につきましては、消防車両整備事業債の精査であります。

７目教育債４６０万円の減額につきましては、南小学校大規模改修事業債の精査であり

ます。

以上で説明を終わります。

２時１０分まで暫時休憩します。○議長（前田篤秀君）

午後 １時５６分 休憩

──────────────

午後 ２時０９分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。○議長（前田篤秀君）

加藤企画課長。

お手元に配付しております資料、赤番４をお開き願いたいと○企画課長（加藤俊之君）

いうふうに思います。

赤番４、平成２４年度遠軽町一般会計補正予算（第９号）に関する資料、緊急経済対策

に伴う追加公共事業の御説明をさせていただきます。

この追加公共事業につきましては、平成２４年度国の補正予算第１号に伴います緊急経

済対策事業であり、平成２５年度以降に予定をしておりました事業につきまして、平成２

４年度において前倒して実施するものでございます。

１ページをお開き願いたいと思います。

総務費のジオパーク情報板設置工事から土木費、栄行団地公営住宅解体工事まで、６億
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６,５７５万３,０００円の計上でございます。それぞれの事業の内容につきましては、後

ほど担当より御説明がありますので、私のほうから省略をいたします。

なお、先ほど財政課長からもありましたけれども、今回の補正予算につきまして、年度

内に執行することは困難なため、全額繰越明許といたしまして、平成２５年度に繰り越し

て実施することになってございます。

この経済対策に伴う追加公共事業から国費分を除きました地方負担額の８割程度が、平

成２５年度、地域の元気臨時交付金として交付されることになります。新年度におきまし

て、地域の元気臨時交付金事業として予算を計上しておりますので、平成２５年度により

まして説明をさせていただきたいと思います。

以上、企画のほうから説明を終わらせていただきます。

佐藤総務部参与。○議長（前田篤秀君）

それでは、赤番４の３ページをお開き願います。○総務部参与（佐藤 優君）

ジオパーク情報板設置工事につきましては、ジオパークフィールドへの受け入れ環境を

高めるために設置するもので、国の緊急経済対策に伴い、平成２５年度に予定していた事

業を前倒しにより実施するものでありまして、白滝ジオパークの活動拠点施設である、あ

じさいの滝八号沢露頭などの位置を示す情報板として、表示板を７基、ジオサイトの誘導

板を７基、合計１４基を設置するものであります。

なお、事業の実施は、全額繰り越しにより平成２５年度で行うものであります。

以上で説明を終わります。

安藤農政林務課長。○議長（前田篤秀君）

続きまして、農政林務課関係の工事概要について御説明○農政林務課長（安藤清貴君）

いたします。

別紙赤番４の４ページをお開きください。

遠軽地域の用排水路整備事業の位置図でございます。

図面番号①は、中央幹線排水路分水工整備工事でありまして、大雨等の増水による排水

路に係る負担軽減のため、道道遠軽安国線と市街地４０号交差点付近に新たに分水工を設

け、コンクリート管により４０号敷地内を通り、生田原川へ放流する工事であります。延

長５６６メートル、管径１,６５０ミリのコンクリート管分水施設一式に係る工事であり

ます。

次に、図面番号②は、中央幹線排水路附帯施設改修工事でありまして、中央幹線排水路

の施設として、道道遠軽安国線を横断している鋼製のコルゲートパイプの腐食及び通過車

両の荷重により変形などがあるため、コンクリート製のボックスカルバートによる耐久性

のあるものに布設がえをするものであります。

続きまして、図面番号③は、第一幹線附帯施設改修工事でありまして、豊里若松間道路

から市街地４０号までの１,５００メートルの区間の中で、国道２４２号線と並列して流

れている第一幹線の横断施設が通過車両の荷重等により沈下やずれを生じ、流れを阻害し
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ている箇所について、排水路横断施設の改修を行うものであります。

次に、図面番号④でございますけれども、中央幹線排水路転落防止施設整備工事であり

まして、中央幹線排水路の南町３９号線通から市街地４０号の区間については、道路と隣

接していることから、車両等の転落防止のため、延長約５００メートルのガードケーブル

を設置する工事であります。

次に、５ページをお開きください。

丸瀬布地域の交流促進施設やまびこ管理事業の位置図でございます。

図面番号①は、丸瀬布上武利地区、丸瀬布森林公園いこいの森に隣接している交流促進

施設やまびこに設置するチップボイラー整備工事でありまして、温室効果ガス排出量の削

減と燃料費の節減等を図るために実施するものです。

次に、６ページをお開き願います。

交流促進施設やまびこ管理事業の配置図でございます。工事箇所につきましては、図面

中央左上の斜線部分で、新たにボイラー室及びチップサイロ１棟を整備し、木質バイオマ

スを利用したチップを燃料とするボイラー１基を導入するものです。

以上で説明を終わります。

中川原建設課長。○議長（前田篤秀君）

続きまして、建設課関係の工事概要について御説明いたし○建設課長（中川原英明君）

ます。

初めに、１ページ、事業名、道路橋りょう維持事業について先に御説明いたします。

平成２４年度中央自動車道笹子トンネル内の天井板落下事故を受けて、国からの指示に

より、道路ストック総点検事業にて、町内に設置されている擁壁などの斜面安定構造物

で、特に危険度の高いと思われる重要工作物の点検調査並びに同様の理由により、トンネ

ル管理者へ日常点検以外の定期点検並びに詳細点検調査を行うよう指示があったことから

実施するものでございまして、このことから道路擁壁等点検業務委託として、事業概要は

覆道及び斜面のり枠、擁壁、構造物など詳細調査を遠軽地域内の豊里若松間道路ほか６

件、延長１,１００メートルを実施し、並びに生田原地域にある旭トンネル点検業務委託

として、事業概要はトンネル詳細調査、延長１０７メートルを実施するものでございま

す。

次に、２ページ、除雪対策事業の備品購入費については、１０トン除雪ダンプトラック

１台の購入であり、遠軽地域で保有している既設除雪トラック、これは平成７年車でござ

いますが、車体の老朽化、馬力の著しい低下により購入するものでございます。

続きまして、次からの説明は、位置図により御説明いたします。

７ページをお開き願います。

これは遠軽地域の道路新設改良事業の位置図でございます。

図面番号①は、南町３９号線通道路改良舗装工事であり、現況は未改良の防じん処理舗

装で、歩道もないことから、通勤通学の利用者及び地域住民の安心・安全な地域交通網の
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確保を目的に実施しているものでございます。

平成２１年から２３年度まで、東１線道路から道道遠軽安国線まで、平成２４年度は東

１線道路から南小地先まで実施し、最終年度として国道２４２号まで実施するものでござ

いまして、工事内訳は右下凡例のとおり、改良舗装として延長３００メートル、車道幅員

７.５メートル、片側歩道幅員３.５メートルを継続して実施するものでございます。

図面番号②は、東２線道路防雪工事（防雪柵）で、道道遠軽安国線と国道２４２号を結

ぶ幹線道路で、交通量が年々増加している状況でありますが、現況は車道幅員が狭く、交

通安全上極めて危険であることや、冬期間の地吹雪による視界不良の交通障害などの解消

を図るため実施するものでございます。

平成２４年度は、用地確定測量、詳細調査、実施設計に着手し、このことにより土地所

有者と用地補償等を全て完了したことから工事を着手するもので、工事内訳は右下凡例の

とおり、延長３１０メートル、車道幅員８.０メートル、片側歩道幅員２.５メートルと防

雪柵を実施するものでございます。

図面番号③は、瞰望岩通防雪工事（雪崩柵）で、現況は西町地区と丸大地区を結ぶ幹線

道路で、道路両側に高いのり面があり、冬期間に堆積された雪が気温変化により雪崩の危

険性があることから実施するものでございまして、平成２４年度は雪崩柵を左側のり面

部、延長１２０メートル完了し、最終年度として、左側の一部と右側のり面部を合わせた

残延長２００メートルを実施するものでございます。

次に、８ページは、白滝地域の道路新設改良事業の位置図でございます。

図面番号①は、白滝市街西線道路改良舗装工事で、市街地と西区、川向地区を結ぶ唯一

の連絡道路であることから実施しているもので、平成１８年度から工事着手し、継続事業

として平成２４年度施工箇所に引き続き実施するものでございます。工事内訳は右下凡例

のとおり、改良延長２３０メートル、舗装延長３９０メートル、車道幅員７.５メートル

を実施するものでございます。

続きまして、９ページをごらんください。

生田原地域の町営住宅建設事業の位置図でございます。

図面番号①は、栄行団地公営住宅建設工事で、栄行団地は昭和４７年から６１年まで建

設された簡易耐火構造９棟３５戸でありますが、老朽化が著しいことなどから、平成２４

年度１棟４戸建設に引き続き実施するものでございます。事業内訳は右下凡例のとおり、

木造平屋建て１棟４戸、延べ床面積２６４平方メートルの建設と、図面番号②、既設公営

住宅簡易耐火構造平屋建て１棟４戸１６４平方メートルの解体撤去を実施するものでござ

います。

９ページが位置図、１０ページが配置図、１１ページが平面図、１２ページが立面図

で、それぞれ添付しておりますので、お目通し願います。

以上でございます。

松橋保健福祉課長。○議長（前田篤秀君）
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議案第１２号平成２４年度遠軽町介護保険特別会計補正○保健福祉課長（松橋行雄君）

予算（第３号）について御説明いたします。

平成２４年度遠軽町介護保険特別会計補正予算（第３号）につきましては、既定の歳入

歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ６,７３０万９,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１４億６,８５０万８,０００円とするものであります。

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」により御説明いたしま

す。

１ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正の１、歳入から御説明いたします。

１、歳入。

４款国庫支出金につきましては、１項国庫負担金に１,５４９万１,０００円を追加し、

総額を３億６,４６６万８,０００円とするものであります。

５款支払基金交付金につきましては、１,９３５万９,０００円を追加し、総額を４億３

０７万８,０００円とするものであります。１項同額であります。

６款道支出金につきましては、１項道負担金に５７３万６,０００円を追加し、総額を

２億２,０９６万１,０００円とするものであります。

７款財産収入につきましては、９,０００円を追加し、総額を７万７,０００円とするも

のであります。１項同額であります。

８款繰入金につきましては、１項一般会計繰入金に８５５万１,０００円を追加し、総

額を２億２,０２３万２,０００円とするものであります。

９款繰越金につきましては、１項繰越金に１,８１６万３,０００円を追加し、総額を

１,９９７万７,０００円とするものであります。１項同額であります。

これによりまして、歳入合計１４億１１９万９,０００円に６,７３０万９,０００円を

追加し、総額を１４億６,８５０万８,０００円とするものであります。

次に、歳出について御説明いたします。

２ページをお開き願います。

２、歳出。

２款保険給付費につきましては、１項介護サービス等諸費に６,４２２万円を追加、２

項高額介護サービス等費に２００万円を追加、３項高額医療合算介護サービス等費に１５

０万円を追加、４項特定入所者介護サービス等費を５０万円減額、５項その他諸費に８万

円追加し、総額を１３億７,８３０万９,０００円とするものであります。

４款基金積立金につきましては、９,０００円を追加し、総額を７万７,０００円とする

ものであります。１項同額であります。

これによりまして、歳出合計１４億１１９万９,０００円に６,７３０万９,０００円を

追加し、総額を１４億６,８５０万８,０００円とするものであります。

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の１、総括を省略し、３、歳出から御説明いたし
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ます。

８ページをお開き願います。

３、歳出。

２款保険給付費１項介護サービス等諸費１目介護サービス等給付費、介護サービス等給

付費６,４２２万円につきましては、実績見込み精査に伴う追加でありまして、居宅介護

サービス等給付費に５,５００万円追加、特例居宅介護サービス等給付費を８００万円減

額、地域密着型介護サービス等給付費を１００万円減額、施設介護サービス等給付費に

１,５００万円追加、居宅介護等福祉用具購入費に２２万円追加、居宅介護等住宅改修費

に２００万円追加、居宅介護サービス等計画給付費に１００万円の追加であります。

２項高額介護サービス等費１目高額介護サービス等費、高額介護サービス等費２００万

円につきましては、実績見込み精査による追加であります。

３項高額医療合算介護サービス等費１目高額医療合算介護サービス等費、高額医療合算

介護サービス等費１５０万円につきましては、実績見込み精査に伴う追加であります。

４項特定入所者介護サービス等費１目特定入所者介護サービス等費、特定入所者介護

サービス等費５０万円の減額につきましては、実績見込み精査による減額であります。

５項その他諸費１目審査支払手数料、審査支払手数料８万円につきましては、実績見込

み精査に伴う追加であります。

４款基金積立金１項基金積立金１目基金積立金、基金積立金９,０００円につきまして

は、介護給付準備基金利子積み立てに伴う追加であります。

次に、歳入について御説明いたします。

６ページをお開き願います。

２、歳入。

４款国庫支出金１項国庫負担金１目介護給付費負担金１,５４９万１,０００円につきま

しては、介護サービス等給付費の実績見込み精査に伴う介護給付費負担金の追加であり、

現年度分に１,３４０万３,０００円の追加、過年度分に２０８万８,０００円の追加であ

ります。

５款支払基金交付金１項支払基金交付金１目介護給付費交付金１,９２２万４,０００円

につきましては、介護サービス等給付費の実績見込み精査に伴う介護給付費支払基金交付

金の追加でありまして、現年度分に１,７９０万８,０００円の追加、過年度分に１３１万

６,０００円の追加であります。

２目地域支援事業交付金１３万５,０００円につきましては、地域支援事業の実績精査

に伴う地域支援事業交付金の追加であり、過年度分に１３万５,０００円の追加でありま

す。

６款道支出金１項道負担金１目介護給付費負担金５７３万６,０００円につきまして

は、介護サービス等給付費の実績見込み精査に伴う介護給付費負担金の追加であり、現年

度分を１３５万７,０００円の減額、過年度分に７０９万３,０００円の追加であります。
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７款財産収入１項財産運用収入１目利子及び配当金９,０００円につきましては、介護

給付準備基金利子の追加であります。

８款繰入金１項一般会計繰入金１目介護給付費繰入金８５５万１,０００円につきまし

ては、介護サービス等給付費の実績見込み精査に伴う介護給付費一般会計繰入金の追加で

あります。

９款繰越金１項繰越金１目繰越金１,８１６万３,０００円につきましては、介護サービ

ス等給付費の実績見込み精査に伴う前年度繰越金の追加であります。

以上で説明を終わります。

渡辺住民生活課長。○議長（前田篤秀君）

議案第１３号平成２４年度遠軽町個別排水処理事業特○住民生活課長（渡辺喜代則君）

別会計補正予算（第１号）について御説明いたします。

平成２４年度遠軽町個別排水処理事業特別会計補正予算（第１号）につきましては、既

定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１４７万４,０００円を減額し、歳入歳出予

算の総額を５４２万円とするものであります。

補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」により御説明いたしま

す。

地方債の補正につきましては、「第２表 地方債補正」により御説明いたします。

１ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算補正の歳入から御説明いたします。

３款繰入金につきましては、１１７万３,０００円を減額し、総額を２２５万円とする

ものです。１項同額であります。

４款繰越金につきましては、６９万９,０００円を追加し、総額を７０万円とするもの

です。１項同額であります。

６款町債につきましては、１００万円を減額し、総額を１７０万円とするものです。１

項同額であります。

これによりまして、歳入合計６８９万４,０００円から１４７万４,０００円を減額し、

総額を５４２万円とするものであります。

次に、歳出について御説明いたします。

２ページをお開き願います。

１款個別排水処理費につきましては、１４７万４,０００円を減額し、総額を３４９万

８,０００円とするものです。１項同額であります。

これによりまして、歳出合計６８９万４,０００円から１４７万４,０００円を減額し、

総額を歳入歳出同額の５４２万円とするものであります。

次に、第２表、地方債補正について御説明いたします。

個別排水処理施設整備事業につきましては、事業の執行精査により限度額を２７０万円

から１７０万円に変更するものであります。
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なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、記載のとおりであります。

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の１、総括を省略いたしまして、３、歳出から御

説明をいたします。

９ページをお開き願います。

３、歳出。

１款個別排水処理費１項個別排水処理費１目一般管理費、一般管理事業３４万３,００

０円の減額につきましては、くみ取り手数料２６万円と浄化槽維持管理業務委託料８万

３,０００円の執行精査によります減額であります。

２目個別排水処理施設整備費、個別排水処理施設整備事業１１３万１,０００円の減額

につきましては、浄化槽設置工事の執行精査によるものであります。

次に、歳入について御説明いたします。

７ページをお開き願います。

２、歳入。

３款繰入金１項他会計繰入金１目一般会計繰入金１１７万３,０００円は、一般会計繰

入金の精査による減額であります。

４款繰越金１項繰越金１目繰越金６９万９,０００円は、前年度繰越金の精査によりま

す追加であります。

６款町債１項町債１目個別排水処理事業債１００万円は、事業費確定による個別排水処

理施設整備事業債の精査による減額であります。

以上で説明を終わります。

岸野水道課長。○議長（前田篤秀君）

議案第１４号平成２４年度遠軽町水道事業会計補正予算（第○水道課長（岸野博美君）

１号）について御説明いたします。

平成２４年度遠軽町水道事業会計補正予算（第１号）は、第２条で、予算第３条に定め

た収益的収入及び支出の予定額を補正するものであります。

収入につきましては、第１款水道事業収益第１項営業収益を６０万４,０００円減額

し、総額を４億７,５２０万円とするものであります。

支出につきましては、第１款水道事業費用を、第１項営業費用を１１１万３,０００円

減額し、総額を４億６,６２４万９,０００円とするものであります。

次のページをお開きください。

１ページは実施計画、２ページは資金計画、３ページから４ページは予定貸借対照表で

ありまして、説明は省略させていただきます。

５ページをお開きください。

補正予算（第１号）明細について御説明いたします。

収益的収入及び支出の収入につきましては、１款水道事業収益１項営業収益２目他会計

負担金は６０万４,０００円減額するものでありまして、廃棄物焼却施設建設に伴う給水
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区域拡大認可変更に係る一般会計繰入金の減額であります。

支出につきましては、１款水道事業費用１項営業費用２目配水及び給水費は１１１万

３,０００円減額するものでありまして、水道事業認可変更業務委託料の執行精査であり

ます。

続きまして、議案第１５号平成２４年度遠軽町下水道事業会計補正予算（第１号）につ

いて御説明いたします。

平成２４年度遠軽町下水道事業会計補正予算（第１号）は、第２条で、予算第３条に定

めた収益的収入及び支出の予定額を補正するものであります。

収入につきましては、第１款下水道事業収益、第２項営業外収益は４２８万４,０００

円減額し、総額を８億５,８９５万５,０００円とするものであります。

支出につきましては、第１款下水道事業費用第１項営業費用は８５６万７,０００円減

額し、総額を８億５,１４７万円とするものであります。

第３条は、予算第４条に定めました資本的収入及び支出の予定額を補正するものであり

ます。

予算第４条本文括弧書き中、４億６,６５３万円を４億７,０７０万２,０００円に、当

年度分損益勘定留保資金を過年度分損益勘定留保資金２４０万２,０００円、当年度分損

益勘定留保資金４億６,８３０万円に改めるものであります。

収入につきましては、第１款資本的収入第１項企業債は３,４００万円減額及び第２項

国庫補助金は１,８１６万８,０００円減額し、総額を１億８,８１１万８,０００円とする

ものであります。

支出につきましては、第１款資本的支出第１項建設改良費は４,７９９万６,０００円減

額し、総額を６億５,８８２万円とするものであります。

第４条では、予算第６条に定めた企業債の限度額を変更するものであり、公共下水道事

業債の精査により、９,１２０万円を５,７２０万円に改めるものであります。

なお、公共下水道事業債の起債の方法、利率、償還の方法は補正前と同じであります。

また、８ページに企業債明細書を記載しておりますので、御参照願います。

次のページをお開きください。

１ページから２ページは実施計画、３ページは資金計画、４ページから５ページは予定

貸借対照表でありまして、説明は省略させていただきます。

６ページをお開きください。

補正予算第１号、明細について御説明いたします。

収益的収入及び支出の収入につきましては、１款下水道事業収益２項営業外収益２目国

庫補助金４２８万４,０００円の減額は、下水道事業交付金の精査によるものでありま

す。

支出につきましては、１款下水道事業費用１項営業費用２目処理場費８５６万７,００

０円の減額は、下水処理場長寿命化計画策定業務委託等の執行精査によるものでありま
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す。

次に、資本的収入及び支出の収入につきましては、１款資本的収入１項企業債１目企業

債３,４００万円の減額は、公共下水道事業債の精査によるものであります。

２項国庫補助金１目国庫補助金１,８１６万８,０００円の減額は、下水道事業交付金の

精査によるものであります。

支出につきましては、１款資本的支出１項建設改良費１目管渠整備費４,７９９万６,０

００円の減額は、公共下水道管渠設計調査業務委託料の執行精査により７１９万５,００

０円の減額及び公共下水道管渠工事等に係る工事請負費の執行精査により４,０８０万１,

０００円を減額するものであります。

以上で説明を終わります。

暫時休憩します。○議長（前田篤秀君）

午後 ２時４０分 休憩

──────────────

午後 ２時４１分 再開

会議を再開します。○議長（前田篤秀君）

これより、一括上程いたしました議案５件の質疑を行います。

質疑は、各案件ごとに行います。

これより、議案第１１号平成２４年度遠軽町一般会計補正予算（第９号）の質疑を行い

ます。

質疑は、第１表、歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、

歳出より各款ごとに行います。

２款総務費、１６ページから１９ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

３款民生費、２０ページから２１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

４款衛生費、２２ページから２５ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

６款農林水産業費、２６ページから２９ページ。○議長（前田篤秀君）

石田議員。

２７ページの１３の委託料４４０万円、これ財政課長に伺いま○１番（石田通行君）

す。所管の委員会でるる説明を受けて、内容は承知しています。即答いただけなくて、後

日の委員会で訂正をしたということもございますので、それはそれとして理解をしてます

ので、ここで財政課長にお尋ねするわけでございます。

委員会に出されました当初の案件は、交流促進施設やまびこチップボイラー設計業務委

託料４４０万円と出ています。これはただいま申し上げましたように、後刻の委員会で訂

正をされています。そこで後刻の委員会で出てきました配置図ですとか、平面図ですとか
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等々を見ますと、ここで言われている、財政課長が読み上げました１３節委託料、交流促

進施設やまびこチップボイラー整備設計委託業務４４０万円というのは、ちょっとわから

ないのでございますが、説明不足なのでしょうか、それとも私がわからないのかなと、こ

う思っています。改めて、財政課長の説明を受けたいと思います。

太田財政課長。○議長（前田篤秀君）

お答えをいたします。○財政課長（太田 守君）

ただいまの御質問でございました、やまびこチップボイラー整備設計業務委託料４４０

万円でございますけれども、新たにこの施設にチップボイラーを導入するというものでご

ざいまして、そのチップボイラーの機種、それから上物、チップボイラーのサイロ等々の

設計を、この４４０万円で行うというものでございます。

石田議員。○議長（前田篤秀君）

だったら財政課長は当然財政の立場で審査をし、チェックをして○１番（石田通行君）

いるわけですよね。所管の委員会は訂正してますよ。ところが出されたように、議案はま

た若干違うのですが、ボイラー整備設計業務委託になっているのですよ。先ほども申し上

げたと思いますが、ボイラーの整備設計ではないでしょう。建物、設備、チップサイロ、

本会議にこの資料出てませんから、所管の委員会でない方はわからないと思いますけれど

も、その建物なり設備なり、工作物のチップサイロの設計委託料が、何でこういう名称に

なるのですか、それ。何でそういったことを査定できるのですか、もう一度。

暫時休憩します。○議長（前田篤秀君）

午後 ２時４７分 休憩

──────────────

午後 ２時４９分 再開

再開します。○議長（前田篤秀君）

太田財政課長。

改めて御答弁申し上げます。○財政課長（太田 守君）

まず、名称の関係でございますけれども、チップボイラー整備設計業務委託料というこ

とで原課から上がってきておりますけれども、ちょっと誤解の生むような名称となりまし

たことをお詫び申し上げます。チップボイラー整備等というのが、やはりこの内容的には

よかったのかなと今反省しているところでございます。

設計の内容でございますけれども、先ほどもお話ししましたが、チップボイラーそのも

のの設計ではなくて、既設のチップボイラー、既製品のチップボイラーの機種の比較検討

もこの中に入っている。

それから、チップボイラーを建設することから、これらの機械室ですとか、燃料の貯蔵

庫となるチップサイロの建設の設計、それから配管や電気計装等々の設備関係も、この設

計委託に含まれているというものでございます。

以上です。
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石田議員。○議長（前田篤秀君）

ここまで言わなければ説明してくれないのは極めて残念ですけれ○１番（石田通行君）

ども、そういうふうにいろいろとあるでしょう、設計委託の中身が。原課から回ってきた

委託料の名称と財政課長言ってますが、委員会に出された名称、先ほど言いましたね。ボ

イラーの設計委託料ですよ。ですから、こんなふうになってしまったのですよ。それは訂

正しました、後日の委員会で。問題は、財政課長は不適切だと言ってます、表現が。まあ

いろいろと事業関係あるでしょう。だったらその説明の中でしてくれなかったらわからな

いですよ、それ。今度は電気もありました。４４０万円もすると言ったから、そう言った

のですか、それ。言わなかったら説明してくれないのですか、それ。ということで、残念

でございます。

以上です。

太田財政課長。○議長（前田篤秀君）

今後とも、今議員御指摘いただきました件につきましては、○財政課長（太田 守君）

査定等の中で十分に気をつけてまいります。

以上でございます。

ほかに。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

次、７款商工費、３０ページから３１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

８款土木費、３２ページから４１ページ。○議長（前田篤秀君）

山田議員。

２点教えていただきたいのですが、まず赤番４の１ページにあり○８番（山田和夫君）

ます道路擁壁等点検業務委託、これは先ほど７件というふうにお聞きをしたのですが、町

内にはこういった擁壁もっとあると思うのですが、全体では何件あるのか、お知らせをい

ただきたい。あわせて、４０号線の南町の国道と踏切との間にかなり高い擁壁がございま

すよね。鳥の絵が描かれている擁壁があると思うのですが、あの擁壁が調査対象になって

いるのかどうか、お知らせをいただきたい。

それともう一つは、位置図で言うと８ページですか、白滝市街西線道路改良舗装工事と

いうのがあるのですが、実はこの図面の今年度の位置図の最終地点ぐらいに、この西線と

国道等をつなぐ踏切と道路がここに入っております。御存じだと思いますが、この踏切と

その附帯施設の道路というのですか、その国道と西線との間の道路改良、踏切の改良その

他についてはどのような計画になっているのか、お知らせをいただきたい。

中川原建設課長。○議長（前田篤秀君）

まず、１点目の擁壁関係、全体でどれぐらいあるかという○建設課長（中川原英明君）

ことでございますが、今ちょっと手元に資料ございませんので、後ほど調べたいと思いま

す。ですが、今国からの調査対象となっているのは、あくまでも、先ほど申しましたけれ
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ども、重要幹線道路ということで、主として町村道路の１級、交通量とかいろいろ条件が

あるのですけれども、ですから簡単に言うと、白滝とか丸瀬布地域は該当しなくて、ほぼ

遠軽地域に該当する中の先ほど言った斜面安定構造物という限定されています。それをや

るということでございます。

それで、委託なものですから委員会のほうに資料は出しておりませんけれども、どこを

やるのだというのは、まず豊里若松間道路、あそこは覆道になっています。トンネルみた

いになっいるところ、あそこ１カ所１７０メートル。

それから西町見晴間道路、これはのり枠、前補助事業でやったあそこですね。

それから福路西１線通、これは踏切のアンダーパスの前後です。福路の今の建設管理部

に行く途中のところですね。

それから瞰望岩通、これは登っていく前後に山崎火薬さんのほうの、あそこの擁壁がご

ざいます。あれが対象になります。あれが１８０メートル。

それから市街地３４号線道路、これはどこだと言うと墓地道路なのですが、菊地地先、

ヤマト運輸から上がっていきまして左側に住宅あります。そこに町がつくっております擁

壁、あれが該当します。

それから最後に岩見通は、バス会社よりちょっと行った狭いところに擁壁、左手にあり

ます。あそこが対象です。それから職訓校通、これは何年か前に工事でやりました、ツル

ハを上がっていって、右も左もあそこ擁壁でとめておりますので、そこが対象になってお

ります。

それで、先ほど山田議員のおっしゃっていた４０号のところは、今現在道道になってお

りまして、そこは道で、例の野上通の関係で道道になっておりますので、町の管理対象に

なっておりません。（「４０号線は道道」という声あり）

国道、ローソンありますね。そこからずっと野上通、昔の４０号に行って野上通、あれ

が道道になっているのですよ。それで事業採択になって野上通りの改良をやっていると、

今現在その段階です。したがいまして、あれは道の所管に今現在なっておりますので、全

部完成したら町に戻ります。余りここでは、大きい声で言えないのですけれども、そうい

う事業手法で事業をやっているものですから、あそこは対象外になります。

それと、先ほどおっしゃっておりました白滝市街西線の今の図面からいったら国道３３

３に抜ける、あの道路については私道でございます。ですから、あそこは町道認定してお

りませんので、当然整備はできない状況です。ですから、この工事の終点も、本来はあそ

こに行って、町道に認定すればこっちに曲がってくるのですけれども、それはできない

で、できないでと言うとおかしいのですけれども、麦乾センター、そこまでが終点となっ

ているということで事業認可を受けているということでございます。

以上です。

ほかに。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）
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次に、９款消防費、４２ページから４３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

１０款教育費、４４ページから５３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

次に、２、歳入に入ります。○議長（前田篤秀君）

１２款分担金及び負担金、１０ページから１１ページ。

杉本議員。

１０ページ、使用料及び手数料のところ、農林水産使用料、交○１０番（杉本信一君）

流促進施設やまびこ入館料が予算と比較して１２１万円の減ということで、これは入浴料

は５００円ですね。年間二千何百人の減ということになりますよね。これの原因はどうい

うふうにとらえられているのでしょうか。

暫時休憩します。○議長（前田篤秀君）

午後 ３時０２分 休憩

──────────────

午後 ３時０４分 再開

再開します。○議長（前田篤秀君）

３時２０分まで暫時休憩します。

午後 ３時０４分 休憩

──────────────

午後 ３時２０分 再開

会議を再開します。○議長（前田篤秀君）

工藤丸瀬布総合支所長。

先ほどの杉本議員の質問に対して、お答え申し上げ○丸瀬布総合支所長（工藤敏広君）

ます。

交流促進施設やまびこの入館料の減額でございますけれども、入館料先ほど、大人５０

０円なのですけれども、そのほかに子供は３００円と、大人と子供そういう料金体系に

なってございます。

それで、今回１２０万円ほど減額したわけですけれども、２月末現在で対前年約１,２

００人ほど利用者が少なくなっております。この原因としましては、昨年の１０月から１

２月にかけて週末にはよく雨が降りまして、利用者が対前年より少なくなっている。加え

て、昨年いこいの森の中にセンターハウスが建設しましたけれども、そちらのほうにシャ

ワーも新たにつけたということで、そちらの利用が、このうちのやまびこ温泉にも利用が

減ったのかなと、そんな分析をしているところでございます。

以上でございます。

杉本議員。○議長（前田篤秀君）

今の数字を聞いていて１,２００人ほど、子供が３００円とい○１０番（杉本信一君）
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うことを考えれば、その内訳はちょっと今手元に資料見ているわけではないのであれです

けれども、ちょっと余り計算が合わないような気がするのです。気がするのですでなく

て、合いませんよね。全く合いませんよね。

私が質問させていただいた中で、大小、人数の問題ではないのです。もう終わりました

けれども、歳出のほうで２５年度の予定した事業を前倒ししてチップボイラーを導入する

と。設計委託も合わせると６,４００万円ですよね。浄化槽もやりますね。これだけのお

金を、修繕費をかけて、この施設をこれからも手がけていくのかどうか。これはちょっと

予算の審議の中で本格的にやりたいと思いますけれども、その辺の意識をどういうふうに

考えられていらっしゃるのか。

今、少子化、人口減少の時代で、近隣には民間の施設があるわけですよね。多分これ全

盛期のころと比べると、奥の民間の施設が高齢者対象に無料入浴やられて、相当お客さん

減りましたよね、やまびこのほうも。では１０年後、２０年後を見据えたときに、これだ

けの金額をかけてこの施設を存続させて運営していくのか、これから先もずっとそれをや

られていくのか、私が考えるのは、そろそろいろいろなことを見直しをして、先を見据え

ていく必要があるのでないのかなと思うのですけれども、支所長として、次の支所長にな

るのかもしれませんけれども、その先をどういうふうにしていくのかという見解ですか、

答えづらければ町長にお聞きするのがいいのか、ただ私の意見としては、やっぱりいろい

ろなことを先を見据えて、そろそろいろいろなことを考えて手を打っていくべきなのだろ

うなというふうに思いますけれども、いかがでしょうか。

工藤丸瀬布総合支所長。○議長（前田篤秀君）

あのやまびこ温泉ができてから、ことしで１５年に○丸瀬布総合支所長（工藤敏広君）

なるわけであります。当初は結構利用客が多く利用していただいておりますけれども、周

辺にいろいろな温泉施設等ができまして、利用者数も以前と比べて大分少なくなってはお

ります。

私どもの施設としては、何とか利用客の増を図るために町民の無料開放だとか、あるい

はお正月にちょっとした施設でイベントを行ったり、手をかえ品をかえ、何とか利用客を

ふやしたいという思いで私ら支所頑張っているところでございますけれども、頑張ったと

ころでそんなに利用客がふえるわけでなく、今大変苦慮しているところでございます。

利用客がふえなくても、施設の維持費は例年同じ維持費がかかるわけでございます。そ

の中で、今回の補正に計上させていただきましたけれども、チップボイラーの導入という

ことで、この導入することによって、重油からチップボイラーという燃料費をかえるわけ

ですけれども、その中で少しでも維持費を減らして、何とか経費を削減して、この施設を

維持していきたいというふうに、当面のところそんなふうに思っているところです。

以上です。

佐々木町長。○議長（前田篤秀君）

やまびこ温泉のチップボイラーにつきましては過去から実は、○町長（佐々木修一君）



－ 61 －

《平成２５年３月１１日》

自然循環型エネルギーというのは、そういった意味で大分前からこういういろいろな導入

したいというお話はございました。ただ、今回６,０００万円ということですけれども、

これはだから今までですと一般財源で６,０００万円というのは、やっぱりなかなか我々

も事業実施に踏み切れなかったということでありますけれども、これはやっぱり総事業費

は６,０００万円ですが、今回、先ほど来説明のとおり、特財が入っているわけですね。

そういった意味で、やはりこれは今やるべきだろうと。そして、今支所長の話の中にもあ

りましたが、そういった意味で、歳出の経費のほうもふやしていきたいなというのもあり

ますし、もう一つは、そういった資源を使っていくということがございます。

それともう一つは、このやまびこ温泉だけを考えると、採算はとれないだろうというふ

うに思います。しかし、やっぱりあそこは、いこいの森公園一体としてやはり考えていか

なければいけないのだろうというふうに思っております。

また、この手の施設、確かにその一つ一つで採算とれているかとれてないかと言えば、

これはすべての予算についてのことになりますので、私が今お話ししているわけですけれ

ども、それであれば、ほかのものも一つ一つどうなのかということになるわけですね。こ

れは、例えば合宿誘致ですとか大会誘致、スポーツ誘致もそうかもしれません。商工業に

対する補助金もそうかもしれません。やっぱりここは全く、そのためにこの事業が必要か

どうか、果たして目先の歳入、予算上の歳入歳出ではプラスかマイナス論もいろいろあり

ますけれども、それをやはり来年の予算については、これから皆様方とこの議会でまさに

審議されて、実施するかしないかというふうになるのだろうというふうに思っておりま

す。

以上です。

杉本議員。○議長（前田篤秀君）

町長の考え方はわかるのですけれども、一つ一つとか、要する○１０番（杉本信一君）

にそのエリアの中で、もしくは相乗効果等々も含めてそれを見据えて、もちろんそれも必

要なのだとは思うのですけれども、先ほどの支所長の答弁の中にもありましたように、い

こいの森に関して言えば、センターハウスをお金をかけて整備をしているわけですよ。

先ほど私が質問の中でも言わせていただいたように、近隣に民間の施設があるわけです

よね。温泉というところに的を絞ればですね。そう遠くないところに民間の施設もある

と。では、その存在価値ってどうなのだろうなということは、ぜひ職員の皆さんも、もう

一度考え直していただく時期が来ているのでないかなということが一つ。

その予算に計上したチップボイラー、補助が出るというところの中で、何とか今回設置

に向けた方向で動き出した。では存続をさせるのだということであれば、そのチップボイ

ラーによってランニングコストを抑えることができる。それだけでは集客にはなりません

よね。その部分で。ではこの施設はどんなコンセプトがあって、１０年後、２０年後に向

けてどんなビジョンを持って運営していくのだ、そのところを明確にしないとうまくいか

ない。ただただ経費、運営費をかけて、その部分が赤になっていくだけだと思うのです。
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過去の事例に学べば、そういうことはもう大分昔から言われていることなのだろうと思

うのですよ。三セクが、そういう形でうまくいかない。コストの意識がないというところ

の中で、だからその部分をやはりもう１回見つめ直して、存続をさせるのであれば、どう

いうビジョンを持って、どういう計画を持って運営していくのかというところを、予算、

質疑の中でも、予算特別委員会の中でもお示しをしてほしいというふうに思いますけれど

も、いかがでしょうか。

工藤丸瀬布総合支所長。○議長（前田篤秀君）

今、議員の御指摘のとおり、建設してから１５年に○丸瀬布総合支所長（工藤敏広君）

なりますので、これからの存続に向けて、ビジョンというものを新たにつくったらどうか

というお話でございますけれども、私どもこういうふうに毎年利用客も少なくなってきて

いるということで、見直しの時期に来ているのかなというふうにも思いますし、見直しと

いうことは、ビジョンを１回検証する時期に来ているのかなというふうに思っております

ので、そんな方向で進めたいなというふうに思っています。

以上です。

ほかに。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

次に、１３款使用料及び手数料、１０ページから１１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、１４款国庫支出金、１０ページから１１ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、１５款道支出金、１０ページから１３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、１６款財産収入、１２ページから１３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、１７款寄附金、１２ページから１３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、１８款繰入金、１２ページから１３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、２０款諸収入、１２ページから１３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、２１款町債、１２ページから１５ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

中川原建設課長。○議長（前田篤秀君）

先ほど山田議員のほうから御質問がありました、擁壁関係○建設課長（中川原英明君）

は遠軽町で何カ所あるのだということについてお答えしたいと思います。

先ほど申しました遠軽地域７基のうちの擁壁部分が５基、これ以外に小さいのはござい
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ますけれども、今申し上げている補助対象になる擁壁関係は５カ所、それから白滝に１カ

所ございますけれども、高さ２メーターぐらいなのですけれども、場所的には交通量がな

いということで対象外です。そこが１カ所。それから、生田原、丸瀬布は対象になる箇所

はございません。

以上でござます。

次に、第２表、継続費補正、３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、次に、第３表、繰越明許費補正、４ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、次に、第４表、債務負担行為補正、５ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、次に第５表、地方債補正、６ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、これをもって、議案第１１号の質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

次に、議案第１２号平成２４年度遠軽町介護保険特別会計補正予算（第３号）の質疑を

行います。

質疑は、第１表、歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、

歳出より各款ごとに行います。

２款保険給付費、８ページから１７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、４款基金積立金、１８ページから１９ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、次に、２、歳入に入ります。○議長（前田篤秀君）

４款国庫支出金、６ページから７ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、５款支払基金交付金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、６款道支出金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、７款財産収入、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、８款繰入金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、９款繰越金、６ページから７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

これをもって、議案第１２号の質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）
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次に、議案第１３号平成２４年度遠軽町個別排水処理事業特別会計補正予算（第１号）

の質疑を行います。

質疑は、第１表、歳入歳出予算補正を省略して、歳入歳出補正予算事項別明細書の３、

歳出より各款ごとに行います。

１款個別排水処理費、８ページから９ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、次に、２、歳入に入ります。○議長（前田篤秀君）

３款繰入金、７ページから８ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、４款繰越金、７ページから８ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

なければ、６款町債、７ページから８ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

次に、第２表、地方債補正、３ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

これをもって、議案第１３号の質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

次に、議案第１４号平成２４年度遠軽町水道事業会計補正予算（第１号）の質疑を行い

ます。

質疑は、実施計画、資金計画、予定貸借対照表を省略し、補正予算明細により行いま

す。

収益的収入及び支出、５ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

これをもって、議案第１４号の質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

次に、議案第１５号平成２４年度遠軽町下水道事業会計補正予算（第１号）の質疑を行

います。

質疑は、実施計画、資金計画、予定貸借対照表を省略し、補正予算明細により行いま

す。

収益的収入及び支出、６ページ。

（「なし」と呼ぶ者あり）

次に、資本的収入及び支出、７ページ。○議長（前田篤秀君）

（「なし」と呼ぶ者あり）

これをもって、議案第１５号の質疑を終わります。○議長（前田篤秀君）

以上で、議案５件の質疑を終わります。

これより、一括上程いたしました議案５件を採決いたします。

採決は、上程の順より、各案件ごとに行います。

これより、議案第１１号平成２４年度遠軽町一般会計補正予算（第９号）を採決いたし
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ます。

本案は、討論を省略し、原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第１２号平成２４年度遠軽町介護保険特別会計補正予算（第３号）を採決い

たします。

本案は、討論を省略して原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第１３号平成２４年度遠軽町個別排水処理事業特別会計補正予算（第１号）

を採決いたします。

本案は、討論を省略して原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第１４号平成２４年度遠軽町水道事業会計補正予算（第１号）を採決いたし

ます。

本案は、討論を省略して原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

次に、議案第１５号平成２４年度遠軽町下水道事業会計補正予算（第１号）を採決いた

します。

本案は、討論を省略して原案のとおり決定することに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本案は原案のとおり可決されました。

────────────────────────────────────

◎日程第１９ 議案第１６号から日程第２６ 議案第２３号

日程第１９ 議案第１６号平成２５年度遠軽町一般会計予算、日○議長（前田篤秀君）

程第２０ 議案第１７号平成２５年度遠軽町国民健康保険特別会計予算、日程第２１ 議

案第１８号平成２５年度遠軽町後期高齢者医療特別会計予算、日程第２２ 議案第１９号

平成２５年度遠軽町介護保険特別会計予算、日程第２３ 議案第２０号平成２５年度遠軽

町個別排水処理事業特別会計予算、日程第２４ 議案第２１号平成２５年度遠軽町公共用
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地先行取得事業特別会計予算、日程第２５ 議案第２２号平成２５年度遠軽町水道事業会

計予算、日程第２６ 議案第２３号平成２５年度遠軽町下水道事業会計予算、以上、議案

８件は、関連がありますので一括して議題といたします。

上程の順より、提出者の説明を求めます。

太田財政課長。

議案第１６号平成２５年度遠軽町一般会計予算について御説○財政課長（太田 守君）

明いたします。

平成２５年度遠軽町一般会計予算につきましては、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ１３５億２,６００万円と定めるものであります。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」により

御説明いたします。

継続費につきましては、「第２表継続費」により御説明いたします。

債務負担行為につきましては、「第３表債務負担行為」により御説明いたします。

地方債につきましては、「第４表地方債」により御説明いたします。

一時借入金につきましては、地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金

の最高額を１５億円と定めるものであります。

それでは、１ページ、第１表、歳入歳出予算の歳入から御説明いたします。

１款町税につきましては、１項町民税８億９,６７７万円、２項固定資産税７億７,５９

３万３,０００円、３項軽自動車税３,６８８万６,０００円、４項たばこ税１億８,１５９

万１,０００円、５項入湯税２１５万３,０００円及び６項都市計画税９,８２４万３,００

０円を合わせまして、１９億９,１５７万６,０００円とするものであります。

２款地方譲与税につきましては、１項地方揮発油譲与税５,４００万円及び２項自動車

重量譲与税１億２,０００万円を合わせまして、１億７,４００万円とするものでありま

す。

３款利子割交付金につきましては、４００万円とするものであります。１項同額であり

ます。

４款配当割交付金につきましては、１５０万円とするものであります。１項同額であり

ます。

５款株式等譲渡所得割交付金につきましては、４０万円とするものであります。１項同

額であります。

６款地方消費税交付金につきましては、２億円とするものであります。１項同額であり

ます。

７款自動車取得税交付金につきましては、３,０００万円とするものであります。１項

同額であります。

８款国有提供施設等所在市町村助成交付金につきましては、３５０万円とするものであ

ります。１項同額であります。
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９款地方特例交付金につきましては、６００万円とするものであります。１項同額であ

ります。

１０款地方交付税につきましては、７１億円とするものであります。１項同額でありま

す。

１１款交通安全対策特別交付金につきましては、３００万円とするものであります。１

項同額であります。

１２款分担金及び負担金につきましては、１項分担金１４０万９,０００円及び２項負

担金１億５,２５２万２,０００円を合わせまして、１億５,３９３万１,０００円とするも

のであります。

１３款使用料及び手数料につきましては、１項使用料３億８,６５５万４,０００円及び

２項手数料６,５５３万９,０００円を合わせまして、４億５,２０９万３,０００円とする

ものであります。

１４款国庫支出金につきましては、１項国庫負担金４億８６２万５,０００円、２項国

庫補助金５億２,４９１万２,０００円及び３項委託金１,８０３万８,０００円を合わせま

して、９億５,１５７万５,０００円とするものであります。

１５款道支出金につきましては、１項道負担金３億２,０９４万円、２項道補助金１億

９,４７６万９,０００円及び３項委託金３,５２７万円を合わせまして、５億５,０９７万

９,０００円とするものであります。

１６款財産収入につきましては、１項財産運用収入３,５３９万１,０００円及び２項財

産売払収入１,６３９万６,０００円を合わせまして、５,１７８万７,０００円とするもの

であります。

１７款寄附金につきましては、３万円とするものであります。１項同額であります。

１８款繰入金につきましては、１億６,０５７万８,０００円とするものであります。１

項同額であります。

１９款繰越金につきましては、５,０００万円とするものであります。１項同額であり

ます。

２０款諸収入につきましては、１項延滞金、加算金及び過料６０万２,０００円、２項

町預金利子４７万円、３項貸付金元利収入２,７９２万５,０００円、４項受託事業収入８

７万円及び５項雑入８,２４８万４,０００円を合わせまして、１億１,２３５万１,０００

円とするものであります。

２１款町債につきましては、１５億２,８７０万円とするものであります。１項同額で

あります。

これによりまして、歳入合計を１３５億２,６００万円とするものであります。

次に、歳出について御説明いたします。

１款議会費につきましては、９,３７４万６,０００円とするものであります。１項同額

であります。
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２款総務費につきましては、１項総務管理費２８億５,５７１万４,０００円、２項徴税

費２,２３３万３,０００円、３項戸籍住民基本台帳費８００万円、４項選挙費２,９５２

万５,０００円、５項統計調査費１９０万３,０００円及び６項監査委員費１８３万円を合

わせまして、２９億１,９３０万５,０００円とするものであります。

３款民生費につきましては、１項社会福祉費２１億１,９０２万２,０００円及び２項児

童福祉費４億１,４７５万３,０００円を合わせまして、２５億３,３７７万５,０００円と

するものであります。

４款衛生費につきましては、１項保健衛生費５億８,０３６万９,０００円及び２項清掃

費６億４,６２８万６,０００円を合わせまして、１２億２,６６５万５,０００円とするも

のであります。

５款労働費につきましては、３,２１８万３,０００円とするものであります。１項同額

であります。

６款農林水産業費につきましては、１項農業費１億９,６１２万４,０００円及び２項林

業費１億３,２５２万６,０００円を合わせまして、３億２,８６５万円とするものであり

ます。

７款商工費につきましては、３億７,７３６万９,０００円とするものであります。１項

同額であります。

８款土木費につきましては、１項土木管理費７７０万６,０００円、２項道路橋りょう

費６億８,０９８万７,０００円、３項河川費１,０１８万円、４項都市計画費１億１,９４

９万５,０００円、５項下水道費５億９,８３５万１,０００円及び６項住宅費４億８,３６

６万８,０００円を合わせまして、１９億３８万７,０００円とするものであります。

９款消防費につきましては、７億２,５３８万４,０００円とするものであります。１項

同額であります。

１０款教育費につきましては、１項教育総務費８,４０４万６,０００円、２項小学校費

２億９,７１４万３,０００円、３項中学校費１億５,２７６万６,０００円、４項学校給食

費９,１２０万５,０００円、５項幼稚園費２,８０４万１,０００円、６項社会教育費１億

５,２６７万１,０００円及び７項保健体育費２億３,５００万６,０００円を合わせまし

て、１０億４,０８７万８,０００円とするものであります。

１１款災害復旧費につきましては、１８０万円とするものであります。１項同額であり

ます。

１２款公債費につきましては、２３億３,５８６万８,０００円とするものであります。

１項同額であります。

１３款予備費につきましては、１,０００万円とするものであります。１項同額であり

ます。

これによりまして、歳出合計を１３５億２,６００万円とし、歳入歳出同額とするもの

であります。
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次に、第２表、継続費について御説明いたします。

継続費につきましては、８款土木費２項道路橋りょう費、向遠軽開拓道路改良舗装工

事、平成２５年度は２カ年度で実施するもので、総額、年度及び年度割につきましては、

記載のとおりでございます。

次に、第３表、債務負担行為について御説明いたします。

社名淵原野道路阿部橋架替工事負担金につきましては、北海道が実施する事業に対する

町負担金でありまして、期間及び限度額につきましては、記載のとおりであります。

次に、第４表、地方債について御説明いたします。

地方債につきましては、特別養護老人ホーム花の苑建設事業から臨時財政対策債まで、

地方債総額を１５億２,８７０万円とするものであります。

起債の方法、利率、償還の方法につきましては、記載のとおりであります。

最後に、平成２５年度遠軽町一般会計予算のうち、主要な工事等の概要は、赤番８、平

成２５年度遠軽町予算に関する資料、工事関係説明資料により、後ほど担当から御説明を

いたます。

その他の事業の内容につきましては、赤番７、平成２５年度遠軽町予算に関する資料、

事業別予算説明書を御参照願います。

以上で説明を終わります。

渡辺住民生活課長。○議長（前田篤秀君）

赤番８の１ページをお開き願います。遠軽地域生活安○住民生活課長（渡辺喜代則君）

全灯改修工事につきまして御説明いたします。

この工事は、昨年発生しましたマイマイガ対策として、位置図に表示のとおり、中心商

店街の生活安全灯を平成２５年度から平成２９年度までの５年間で、現在の水銀灯からＬ

ＥＤへの改修を計画したものであります。この５年間で７２ワットのＬＥＤで９０灯を改

修しますが、各年度別の実施灯数は、位置図の凡例に表示のとおりとなっております。

また、各年度ごとの実施箇所は位置図に記載のとおりです。

平成２５年度に実施します改修工事箇所は、位置図左側の岩見通南３丁目、４丁目と

なっております。

以上で説明を終わります。

加藤企画課長。○議長（前田篤秀君）

それでは、企画のほうから２ページにつきまして御説明申し○企画課長（加藤俊之君）

上げたいと思います。

地域の元気臨時交付金事業について御説明申し上げます。

この交付金につきましては、平成２５年１月１５日に閣議決定されました日本経済再生

に向けた緊急経済対策に基づきまして、国の平成２４年度補正予算第１号において創設さ

れた交付金でございます。

国の予算につきましては、平成２５年２月２６日で可決設立しております。
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町といたしまして、この地域の元気臨時交付金を活用いたしまして、地域経済の活性化

と雇用の創出を図るものでございます。

この交付金の内容につきましては、経済対策により追加する公共事業に対する地方負担

の８割程度を地方単独事業などに活用できる交付金として、自治体、市町村に還元される

ものでございます。全国で総額で１兆３,９８０億円の交付を見込んでおります。

仕組みにつきましては、公共事業の執行については、地元の自治体の負担が必要になり

ます。財政状況が厳しい自治体にとりましては、負担拠出に消極的になれば経済対策とな

ります公共事業が積み上がらないため、補正予算で措置いたします追加公共事業に限り、

その負担額に応じた交付金を交付いたしまして、地方の負担額を軽減する仕組みとなって

ございます。

先ほど、補正予算で御決定いただきましたけれども、資料赤番４で御説明いたしました

平成２４年度遠軽町一般会計補正予算（第９号）に関する資料、緊急経済対策に伴う追加

公共事業、これがこの交付金の基礎となる追加公共事業でございます。

これを受けまして、この交付金を活用いたしまして、平成２５年度において、お手元に

配付をしております、資料２ページにあります事業を実施するものでございます。

事業の内容につきましては、後ほどそれぞれの担当課から御説明があろうかと思います

ので、私のほうからは省略をさせていただきます。

歳出につきまして、委託料として、寿８号通行革設計業務委託２００万円、工事請負費

といたしまして、高齢者総合生活福祉センター車寄せ屋根改修工事から、遠軽基幹集落セ

ンター暖房設備取替工事まで２１本、２億２,９３５万円、合わせまして２億３,１３５万

円の予算計上でございます。

３ページ以降につきましては、主な事業の位置図を示しております。

歳入につきましては、国庫補助金で地域の元気臨時交付金として予算の計上をしてござ

います。

執行残等を考慮いたしまして、交付予定額を上回る予算を計上しているところでござい

ます。

これら事業につきましては、平成２５年度予算で総務費におきまして地域経済活性化対

策費、地域の元気臨時交付金事業として一括計上をしております。

以上、簡単ですけれども、地域の元気臨時交付金事業につきまして、企画課のほうの説

明を終わらせていただきます。

以上です。

中川原建設課長。○議長（前田篤秀君）

それでは、３ページをお開きください。○建設課長（中川原英明君）

これは遠軽地域の位置図でございます。図面番号①は中通排水整備工事で、既設現場打

ちトラフが破損するなど、老朽化が著しく、局部的な修繕対応ができないことなどから、

歩行者などに危険な状況であるため、昨年度に引き続き実施するもので、工事内訳は右下
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凡例のとおり、排水整備として径２５０ミリ、延長１１０メートルの両側を改修するもの

でございます。

図面番号②は、北９丁目１号通排水整備工事で、既設道路の雨水処理は浸透枡で応急処

理していましたが、下水道雨水管新設に伴い、道路排水の安定を図るため、昨年度に引き

続き実施するもので、工事内訳は右下凡例のとおり、延長９０メートルの区間に雨水枡８

カ所を設置するものでございます。

図面番号③は、寿８号通道路改良工事で、現況は未改良の防じん処理舗装であり、凍上

による路面の損傷が著しい状況にあることから、下水道整備と合わせて改良舗装を実施す

るものでございます。工事内訳は右下凡例のとおり、延長１４０メートル、車道幅員４.

５メートルを実施するものでございます。

図面番号④は、南３丁目中通道路改良工事で、現況は未改良の防じん処理であり、降雨

時及び融雪時に排水施設がないため、水たまりなどで通行に大変苦慮している道路であ

り、地域住民の要望も強いことなどから、改良舗装工事を実施するもので、工事内訳は右

下凡例のとおり、延長１５０メートル、車道幅員５.５メートルを実施するものでござい

ます。

４ページは、丸瀬布地域の位置図でございます。

図面番号①は、東町山手線横断管補修工事で、既設横断管が老朽化により一部損傷して

おり、放置することで道路陥没などの交通安全上最も危険な状況にあることなどから実施

するもので、工事内訳は右下凡例のとおり、排水整備として横断管径１,０００ミリを延

長２０メートル実施するものでございます。

５ページは、生田原地域の位置図でございます。

図面番号①は、日進団地線排水整備工事で、近年のゲリラ豪雨により、日進団地周辺地

域で床下浸水などの被害が生じていることなどから実施するもので、工事内訳は右下凡例

のとおり、排水整備として管径６００ミリを延長１１０メートル実施するものでございま

す。

図面番号②は、御園川護岸改修工事で、既設積みブロックが老朽化により破損してきて

おり、破損箇所の一部を大型土のうで応急措置している状況であり、今後増水などにより

護岸崩壊のおそれもあることなどから実施するもので、工事内訳は右下凡例のとおり、護

岸改修として、積みブロック延長１５メートルの両側を実施するものでございます。

続きまして、６ページは遠軽地域の位置図でございます。

図面番号①は、中央通交通バリアフリー歩道整備工事で、バリアフリー新法に基づき、

国から遠軽町が指定を受けた特定道路において、個人の車両、出入り口の勾配緩和を基本

に、高齢者、障害者などが安心・安全に通行できる歩道の局部整備を昨年に引き続き実施

するもので、工事内訳は右下凡例のとおり、延長８０メートル、歩道幅員３メートルの両

側を実施するものでございます。

以上です。
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藤江教育部次長。○議長（前田篤秀君）

職員住宅新築工事につきまして御説明をさせていただきま○教育部次長（藤江敏博君）

す。

資料の７ページをお開き願います。このページから１０ページまでが教職員住宅新築工

事の位置図、配置図、平面図及び立面図となっております。

この工事は、地域の元気臨時交付金によりまして、教職員の住環境を整備するため、南

小学校の校長住宅及び教頭住宅を改築するものであります。

建設場所は、南町４丁目２番地２地先を予定しております。建物は木造平屋建てで、１

戸建て２棟を建設するものであります。１棟の建物面積は、８５.８６平方メートルで計

画をしております。建物の形状は、東小学校及び遠軽中学校の校長、教頭住宅と同様の住

宅を予定しております。

以上で教職員住宅新築工事の説明を終わらせていただきます。

続きまして、次に南中学校自転車置場整備工事につきまして御説明をさせていただきま

す。

資料の１１ページをお開き願います。このページから次のページまでが南中学校自転車

置場整備工事の位置図及び配置図となっております。

この工事につきましても、地域の元気臨時交付金によりまして、かねてから自転車収容

台数の不足、また、防犯上の問題からも要望が寄せられていました自転車置場を整備する

ものであります。

既存の自転車置場の自転車収容台数は１２０台程度でありまして、自転車通学が全生徒

に許可されている現在、その収容台数は２１０台ほど必要であり、また、自転車置場の位

置につきましても、防犯上からも職員室から確認できる場所に設置が望まれていたもので

あります。

自転車置場の構造は、土間コンクリート鉄骨造で、両側から自転車を収容できるものを

予定しております。

以上で南中学校自転車置場整備工事の説明を終わらせていただきます。

渡辺住民生活課長。○議長（前田篤秀君）

１３ページをお開き願います。○住民生活課長（渡辺喜代則君）

旭野一般廃棄物最終処分場中間処理施設増築工事について御説明いたします。

この工事は、旭野一般廃棄物最終処分場の使用期限の延命化対策として、新たに中間処

理施設を設置するものです。

工事の主なものとしては、リサイクルできない、その他のプラスチックを圧縮梱包する

機械及びその機械を収納する建物などの中間処理施設を増築するものであります。

この工事によりまして、埋設処理するごみ量と覆土量の減量化を図り、当施設の使用期

限を延命するものであります。

資料１３ページは、旭野一般廃棄物最終処分場の位置を示しております。
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資料１４ページは、増築工事の平面図及び北と東側断面図となっております。黒く太い

実線部分が平成２５年度に増築する部分でございます。

以上で説明を終わります。

安藤農政林務課長。○議長（前田篤秀君）

続きまして、農政林務課関係の工事概要について御説明○農政林務課長（安藤清貴君）

いたします。

別紙赤番８の１５ページをお開きください。

白滝地域の農林水産物直売・食材供給施設管理事業の位置図でございます。

図面番号①は、白滝農林水産物直売・食材供給施設増築等工事でありまして、図面中央

から左上で奥白滝地区の旭川紋別自動車道パーキングエリアにあります白滝農林水産物直

売・食材供給施設であります。

１６ページをお開き願います。

施設の配置図でありまして、増築部分は図面左側にあります平面図の斜線部分でありま

して、レストラン部分と直売コーナー部分が手狭であることから、入り口前の木製デッキ

の場所と厨房スペースを３９.６９平方メートル増築するものであります。

そのほかに、外壁塗装と床下ピット内配管改修工事も行うもので、左図面右側が立面図

であります。

次に、１７ページをごらんください。遠軽地域の町有林整備事業の位置図でございま

す。今年度予定しております町有林整備事業について御説明いたします。

事業箇所でありますが、弥生地区１カ所、図面中央から右下丸斜線部分でありまして、

樹種はグイマツ雑種Ｆ１、事業内容は除間伐で、面積１２.０ヘクタールを計画しており

ます。

次に、１８ページをお開きください。丸瀬布地域の位置図でございます。

事業箇所は上武利地区２カ所、図面中央丸斜線部分で、樹種はトドマツ、事業内容は植

栽、面積は４.７６ヘクタールを計画しております。

次に、１９ページをごらんください。丸瀬布地域の小規模治山事業の位置図でございま

す。

図面番号①は、平和山公園小規模治山工事でありまして、平和山公園に至る町道のり面

について、経年劣化等により危険な状況にあるため、小規模治山事業により法面の改修を

平成２４年度から平成２６年度までの３カ年計画で行っているもので、今年度は延長７２

メートル、面積９３０平方メートルの法面を整備するものでございます。

以上で説明を終わります。

工藤丸瀬布総合支所長。○議長（前田篤秀君）

続きまして、観光施設関係の工事概要について御説○丸瀬布総合支所長（工藤敏広君）

明申し上げます。

別紙赤番８の２０ページをお開き願います。
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ふるさと公園トイレ改修工事の位置及び内容について御説明申し上げます。

工事の位置は、図面左下①と表記されている箇所でございまして、遠軽町丸瀬布元町丸

瀬布ふるさと公園にありますトイレ３３３の男性用及び女性用の和式便器各２基をそれぞ

れ洋式化するものであります。

次に、２１ページ、いこいの森キャンプ場Ａ棟トイレ浄化槽設置工事について御説明申

し上げます。

遠軽町丸瀬布上武利森林公園いこいの森キャンプ場第１フリーサイトにあります、図面

左上①Ａトイレの老朽化しました循環型再生装置を２００人規模の合併浄化槽とするもの

でございます。

以上で説明を終わります。

中川原建設課長。○議長（前田篤秀君）

続きまして、建設課関係の工事概要について御説明いたし○建設課長（中川原英明君）

ます。

２２ページをお開き願います。

遠軽地域の道路橋りょう維持事業の位置図でございます。

図面番号①は、清川瀬戸瀬間道路大規模橋長寿命化工事で、遠軽市街地と瀬戸瀬地区を

結ぶ幹線道路で、バス路線でもあり、特に既設橋の橋台２基においてひび割れなどが発生

し、老朽化している状況にあることから実施するものでございます。

工事内訳は、右下凡例のとおり、橋りょう長寿命化工事として、既設橋りょう延長９.

５メートル、幅員７.５メートルの下部工橋台補修及び上部工局部補修などを実施するも

のでございます。

２３ページは、生田原地域の道路橋りょう維持事業の位置図でございます。

凡例の中の路線名の次に、委託内訳となっておりますが、工事内訳に恐れ入りますが、

御訂正お願いいたします。失礼いたしました。

図面番号①は、八重黄金沢線法面補修工事で、黄金沢川の影響により、町道の法面が崩

壊していることから補修するもので、工事内訳は右下凡例のとおり、法面補修としてふと

んかご延長１６メートルを実施するものでございます。

図面番号②は、八重９号線排水路補修工事で、町道の排水を処理しているＵ型トラフが

局部的に破損していることから補修するもので、工事内訳は右下凡例のとおり、排水路補

修としてＵ型トラフ、延長３６メートルを実施するものでございます。

図面番号③は、東区４線縁石補修工事で、既設縁石、既設雨水桝が凍上により破損して

いることなどから補修するもので、工事内訳は右下凡例のとおり、縁石補修として延長２

５メートルを実施するものでございます。

２４ページは、遠軽地域の道路新設改良事業の位置図でございます。

図面番号①は、向遠軽開拓道路改良工事２４年度国債、図面番号②は２５年度国債であ

り、防衛施設周辺民生安定施設整備事業でございます。
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現況は、未改良の砂利道路であり、遠軽町清掃センターがあることなどから、廃棄物収

集車や一般利用者などの交通量が多く、急カーブ、急勾配や砂ぼこりによる視界不良が交

通障害などになっていることから実施するもので、工事内訳は右下凡例のとおり、改良舗

装として２４年度国債は既に発注済みで、延長３２０メートル、幅員５.５メートル、２

５年度国債は延長３５０メートル、幅員５.５メートルを実施するものでございます。

図面番号③は、学田１丁目１条通道路改良舗装工事で、現況は未改良の防じん処理舗装

であり、道道遠軽雄武線と市街地３４号線を結ぶ生活道路でございますが、凍上による既

設舗装の凹凸や損傷が著しいことから、平成２３年度から着手し、最終年度として実施す

るものでございまして、工事内訳は右下凡例のとおり、改良舗装として延長１００メート

ル、幅員５.５メートルでございます。

図面番号④は、西町２丁目１０号通道路改良舗装工事で、現況は未改良の防じん処理舗

装で、凍上による路面の損傷や水たまりなどが著しい状況にあり、地域住民などから改良

舗装工事の要望が非常に強いことから実施するものでございまして、工事内訳は右下凡例

のとおり、改良舗装として延長１８０メートル、幅員４.５メートルでございます。

図面番号⑤は、北１１丁目３号通道路改良舗装工事で、現況は未改良の砂利道路で、道

路排水もないことから、水たまりやほこりなどが著しいことから実施するもので、工事内

訳は右下凡例のとおり、改良舗装として延長２６０メートル、幅員５.５メートルでござ

います。

図面番号⑥は、西町跨線橋附帯工事で、ＪＲ北海道の受託工事以外の箇所を町が施工す

るもので、岩見通側の既設階段の撤去と、撤去した後の町道のすりつけ工事を実施するも

のでございます。

２５ページは、遠軽地域の河川維持管理事業の位置図でございます。

図面番号①は、トーウンナイ川河川維持工事で、上流から土砂が本河川に流入し、河川

断面を閉塞していることから、大雨時の遠軽駐屯地及び住宅地並びに畑などへの冠水を防

止するため、２４年度に引き続き実施するもので、工事内訳は右下凡例のとおり、伐木、

土砂除去として、延長２５０メートルを実施するものでございます。

次に、２６ページは、生田原地域の地籍整備事業の位置図でございます。

地籍の明確化を図り、土地の実態把握のため、国土調査法及び国土調査促進特別措置法

に基づき、交付金事業で実施しているものでございまして、平成２５年度事業内訳は右下

凡例のとおり、番号①、旭野１－１地区、面積１０.０５平方キロメートル、番号②、伊

吹３－１地区、面積８.９５平方キロメートルを行うものでございます。

次に、２７ページは、遠軽地域の街路新設改良事業の位置図でございます。

図面番号①は、３・６・９岩見通道路改良工事で、道道遠軽雄武線と国道２４２号を結

ぶ幹線道路で、中心市街地から工業地区を連絡する道路でもありますが、現況は未改良の

防じん処理舗装で、路面状況も悪く、幅員も狭いため、交通安全上極めて危険であること

から実施するものでございます。
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工事内訳は右下凡例のとおり、改良舗装として延長１２０メートル、幅員８.５メート

ル、歩道２.５メートルの両側を実施するものでございます。

２８ページは、遠軽地域の町営住宅建設事業の位置図でございます。

図面番号①は、ふくろ団地公営住宅新築工事１号棟で、遠軽地域の公営住宅の不足は深

刻であることや、昭和４９年から５６年度建設の学田団地の老朽化などに伴い、移転建て

かえのため実施しているもので、平成２４、２５年度の継続事業で実施するものでござい

ます。

事業内訳は右下凡例のとおり、鉄筋コンクリート造５階建て１棟２５戸、延べ床面積

２,４５５平方メートルの建設並びに図面番号②で、外構附帯工事として駐車場整備など

を行うものでございます。

なお、関連図面は、２９ページは配置図、３０ページは平面図、３１ページは立面図を

それぞれ添付しておりますので、お目通し願います。

また、２８ページの図面番号③は、福路旧職員住宅、旧教職員住宅解体工事で、ふくろ

団地整備に伴い実施するもので、事業内訳は右下凡例のとおり、簡易耐火構造平屋建て６

棟９戸と木造平屋建て６棟１２戸を合わせた１２棟２１戸の解体工事を実施するものでご

ざいます。

図面番号④は、学田団地公営住宅解体工事で、老朽化が著しい家屋から順次実施するも

のでございまして、事業内訳は右下凡例のとおり、簡易耐火構造平屋建て４棟１６戸の解

体工事を実施するものでございます。

３２ページは、丸瀬布地域の町営住宅建設事業の位置図でございます。

図面番号①は、やまなみ団地地域優良賃貸住宅建設工事で、病院、福祉施設などがあ

り、単身勤労者や中堅所得者などの受け皿としての賃貸住宅建設が急務となったことから

実施するもので、事業内訳は右下凡例のとおり、木造平屋建て１棟４戸を建設するもので

ございます。

図面番号②は、若葉２号団地公営住宅下水道接続工事で、浄化槽設置から１０年経過

し、下水道への切りかえが可能となり、居住性、住環境、衛生の向上を図るため実施する

ものでございまして、事業内訳は右下凡例のとおり、木造平屋建て６棟１２戸の下水道接

続を実施するものでございます。

図面番号③は、新町第２号団地公営住宅解体工事で、老朽化が著しい家屋から解体撤去

するもので、事業内訳は右下凡例のとおり、簡易耐火構造平屋建て１棟２戸の解体を実施

するものでございます。

次に、３３ページは、白滝地域の町営住宅建設事業の位置図でございます。

図面番号①は、東区団地公営住宅解体工事で、老朽化が著しい家屋から、これも順次解

体していくもので、事業内訳は右下凡例のとおり、簡易耐火構造平屋建て１棟４戸の解体

を実施するものでございます。

以上です。
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藤江教育部次長。○議長（前田篤秀君）

それでは、教育関係で、南小学校大規模改修工事につきま○教育部次長（藤江敏博君）

して御説明をさせていただきます。

資料の３４ページをお開き願います。このページから次のページまでが、南小学校の位

置図及び平面図となっております。

南小学校の大規模改修工事につきましては、平成２３年度から平成２５年度までの３カ

年での工事を計画しているものでありまして、平成２５年度が最終年度となります。平成

２５年度の工事につきましては、主に３５ページ、平面図右側下部黒実線内に示しており

ます４項目の工事となります。

それぞれの工事内容でありますが、図面黒く網かけしています部分、校舎棟外壁改修に

つきましては、外壁塗装、窓枠、皿板水切りの改修及び一部網戸の設置であります。

次に、図面右下校舎棟玄関・ポーチの改修につきましては、内側及び外側の玄関ドアを

引きあけに、自動ドア及び痛みが激しいポーチを改修するものであります。

次に、図面右側に引き出しております校舎棟児童トイレの改修につきましては、１階か

ら３階までの児童トイレ内の改修でありまして、女子トイレにつきましては、現在ありま

す４基の和式便器を３基の洋式便器に、男子トイレにつきましては、４基の小便器を３基

に、２基の和式便器を洋式便器に及び給排水の改修をするものであります。また、小便器

につきましては、フラッシュバルブの便器に取りかえるものであります。

次に、照明の改修につきましては、１階から３階までの廊下、生徒、職員玄関、職員室

及び会議室等の照明を改修するものであります。

以上が、南小学校の主な工事改修計画であります。

暫時休憩します。○議長（前田篤秀君）

午後 ４時２２分 休憩

──────────────

午後 ４時２２分 再開

再開いたします。○議長（前田篤秀君）

渡辺住民生活課長。

議案第１７号平成２５年度遠軽町国民健康保険特別会○住民生活課長（渡辺喜代則君）

計予算について御説明をいたします。

平成２５年度遠軽町国民健康保険特別会計予算につきましては、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ２６億７,０７５万１,０００円と定めるものであります。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」により

御説明いたします。

一時借入金につきましては、地方自治法第２３５条の３第２項により、借り入れの最高

額を１億円と定めるものであります。

国保の１ページをお開き願います。
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第１表、歳入歳出予算。

１、歳入から御説明いたします。

１款国民健康保険税につきましては、４億２,２４４万６,０００円とするものでありま

す。１項同額であります。

２款使用料及び手数料につきましては、２２万６,０００円とするものであります。１

項同額であります。

３款国庫支出金につきましては、１項国庫負担金４億３,８３７万円及び２項国庫補助

金１億２,５５３万１,０００円を合わせまして、５億６,３９０万１,０００円とするもの

であります。

４款療養給付費交付金につきましては、６,１５３万２,０００円とするものでありま

す。１項同額であります。

５款前期高齢者交付金につきましては、８億４,６１３万６,０００円とするものであり

ます。１項同額であります。

６款道支出金につきましては、１項道負担金１,９１８万９,０００円及び２項道補助金

１億２,６３１万８,０００円を合わせまして、１億４,５５０万７,０００円とするもので

あります。

７款共同事業交付金につきましては、２億９,５４６万３,０００円とするものでありま

す。１項同額であります。

８款財産収入につきましては、１,０００円とするものであります。１項同額でありま

す。

９款繰入金につきましては、３億３,５２２万７,０００円とするものであります。１項

同額であります。

１０款繰越金につきましては、１,０００円とするものであります。１項同額でありま

す。

１１款諸収入につきましては、１項延滞金、加算金及び過料３０万４,０００円、２項

受託事業収入１,０００円及び３項雑入６,０００円を合わせまして、３１万１,０００円

とするものであります。

これによりまして、歳入合計を２６億７,０７５万１,０００円とするものであります。

次に、歳出について御説明いたします。

国保の２ページをお開き願います。

２、歳出。

１款総務費につきましては、１項総務管理費３,８８９万１,０００円、２項徴税費２６

５万５,０００円、３項運営協議会費１５万２,０００円及び４項特別対策事業費１,２１

８万円を合わせまして、５,３８７万８,０００円とするものであります。

２款保険給付費につきましては、１項療養諸費１６億３,３２０万９,０００円、２項高

額療養費２億５８１万６,０００円、３項移送費３０万円、４項出産育児諸費８４０万５,
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０００円及び５項葬祭諸費１２０万円を合わせまして、１８億４,８９３万円とするもの

であります。

３款後期高齢者支援金等につきましては、２億９,５７７万６,０００円とするものであ

ります。１項同額であります。

４款前期高齢者納付金等につきましては、１７万円とするものであります。１項同額で

あります。

５款老人保健拠出金につきましては、１万６,０００円とするものであります。１項同

額であります。

６款介護納付金につきましては、１億２,２６６万４,０００円とするものであります。

１項同額であります。

７款共同事業拠出金につきましては、３億３,０２９万５,０００円とするものでありま

す。１項同額であります。

８款保健事業費につきましては、１項保健事業費６３３万９,０００円及び２項特定健

康診査等事業費１,０４４万６,０００円を合わせまして、１,６７８万５,０００円とする

ものであります。

９款公債費につきましては、４万１,０００円とするものであります。１項同額であり

ます。

１０款諸支出金につきましては、２０９万６,０００円とするものであります。１項同

額であります。

１１款予備費につきましては、１０万円とするものであります。１項同額であります。

これによりまして、歳出合計を２６億７,０７５万１,０００円とし、歳入歳出同額とす

るものであります。

また、予算の詳細につきましては、別冊赤番７、平成２５年度遠軽町予算に関する資

料、事業別予算説明書３３１ページから３３３ページまで資料を添付しておりますので、

御参照願います。

以上で説明を終わります。

続きまして、議案第１８号平成２５年度遠軽町後期高齢者医療特別会計予算について御

説明いたします。

平成２５年度遠軽町後期高齢者医療特別会計予算につきましては、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ２億８,６７９万２,０００円と定めるものであります。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」により

御説明いたします。

後期高齢の１ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算、歳入から御説明いたします。

１、歳入。

１款後期高齢者医療保険料につきましては、１億９,６８８万円とするものでありま
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す。１項同額であります。

２款使用料及び手数料につきましては、２万円とするものであります。１項同額であり

ます。

３款広域連合交付金につきましては、１,０００円とするものであります。１項同額で

あります。

４款繰入金につきましては、８,９８８万４,０００円とするものであります。１項同額

であります。

５款繰越金につきましては、１,０００円とするものであります。１項同額でありま

す。

６款諸収入につきましては、１項延滞金、加算金及び過料２,０００円、２項償還金及

び還付加算金２,０００円及び３項雑入２,０００円を合わせまして、６,０００円とする

ものであります。

これによりまして、歳入合計を２億８,６７９万２,０００円とするものです。

次に、歳出について御説明いたします。

２ページをお開き願います。

２、歳出。

１款総務費につきましては、１項総務管理費１９４万７,０００円及び２項徴収費２１

万５,０００円を合わせまして、２１６万２,０００円とするものであります。

２款後期高齢者医療広域連合納付金につきましては、２億８,３６９万２,０００円とす

るものであります。１項同額であります。

３款諸支出金につきましては、８３万８,０００円とするものであります。１項同額で

あります。

４款予備費につきましては、１０万円とするものであります。１項同額であります。

これによりまして、歳出合計を２億８,６７９万２,０００円とし、歳入歳出同額とする

ものであります。

また、予算の詳細につきましては、別紙赤番７、平成２５年度遠軽町予算に関する資

料、事業別予算説明書３３４ページに資料を添付しておりますので、御参照願います。

以上で説明を終わります。

松橋保健福祉課長。○議長（前田篤秀君）

議案第１９号平成２５年度遠軽町介護保険特別会計予算○保健福祉課長（松橋行雄君）

について御説明いたします。

平成２５年度遠軽町介護保険特別会計予算につきましては、歳入歳出予算の総額をそれ

ぞれ１５億３５２万７,０００円と定めるものであります。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」により

御説明いたします。

一時借入金につきましては、地方自治法第２３５条の３第２項の規定により、借入金の



－ 81 －

《平成２５年３月１１日》

最高額を５,０００万円と定めるものであります。

予算書の１ページ、第１表、歳入歳出予算の１、歳入から御説明いたします。

１款介護保険料につきましては、２億２,７９０万４,０００円とするものであります。

１項同額であります。

２款分担金及び負担金につきましては、８２０万９,０００円とするものであります。

１項同額であります。

３款使用料及び手数料につきましては、５１１万５,０００円とするものであります。

１項同額であります。

４款国庫支出金につきましては、１項国庫負担金２億５,３６９万７,０００円及び２項

国庫補助金１億２,４１２万７,０００円を合わせまして、３億７,７８２万４,０００円と

するものであります。

５款支払基金交付金につきましては、４億１,４５３万６,０００円とするものでありま

す。１項同額であります。

６款道支出金につきましては、１項道負担金２億６５０万５,０００円、２項道補助金

７２６万３,０００万円を合わせまして、２億１,３７６万８,０００円とするものであり

ます。

７款財産収入につきましては、７万５,０００円とするものであります。１項同額であ

ります。

８款繰入金につきましては、１項一般会計繰入金２億１,６４６万６,０００円及び２項

基金繰入金３,９６２万５,０００円を合わせまして、２億５,６０９万１,０００円とする

ものであります。

９款繰越金につきましては、１,０００円とするものであります。１項同額でありま

す。

１０款諸収入につきましては、１項延滞金、加算金及び過料１,０００円及び２項雑入

３,０００円を合わせまして、４,０００円とするものであります。

これによりまして、歳入予算の合計を１５億３５２万７,０００円とするものでありま

す。

次に、歳出について御説明いたします。

２ページをお開き願います。

１款総務費につきましては、１項総務管理費８６８万７,０００円、２項徴収費５８万

５,０００円、３項介護認定諸費２,５７３万９,０００円を合わせまして、３,５０１万

１,０００円とするものであります。

２款保険給付費につきましては、１項介護サービス等諸費１３億１,１００万３,０００

円、２項高額介護サービス等費３,０１１万４,０００円、３項高額医療合算介護サービス

等費３４７万６,０００円、４項特定入所者介護サービス等費７,００４万５,０００円及

び５項その他諸費１３８万２,０００円を合わせまして、１４億１,６０２万円とするもの
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であります。

３款地域支援事業費につきましては、１項介護予防事業費１,３５１万４,０００円及び

２項包括的支援・任意事業費３,８５２万４,０００円を合わせまして、５,２０３万８,０

００円とするものであります。

４款基金積立金につきましては、７万５,０００円とするものであります。１項同額で

あります。

５款公債費につきましては、８万３,０００円とするものであります。１項同額であり

ます。

６款諸支出金につきましては、２０万円とするものであります。１項同額であります。

７款予備費につきましては、１０万円とするものであります。１項同額であります。

これによりまして、歳出予算の合計を１５億３５２万７,０００円とし、歳入歳出同額

とするものであります。

また、予算の詳細につきましては、別冊赤番７、平成２５年度遠軽町予算に関する資

料、事業別予算説明書３３５及び３３６ページに資料を添付しておりますので、御参照願

います。

以上で説明を終わります。

渡辺住民生活課長。○議長（前田篤秀君）

議案第２０号平成２５年度遠軽町個別排水処理事業特○住民生活課長（渡辺喜代則君）

別会計予算について御説明いたします。

平成２５年度遠軽町個別排水処理事業特別会計予算につきましては、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ６４９万８,０００円と定めるものであります。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」により

御説明いたします。

地方債につきましては、「第２表地方債」により御説明いたします。

一時借入金につきましては、地方自治法第２３５条の３第２項による借り入れの最高額

を２００万円と定めるものであります。

個排の１ページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算、歳入から御説明いたします。

１、歳入。

１款分担金及び負担金につきましては、５万円とするものであります。１項同額であり

ます。

２款使用料及び手数料につきましては、１項使用料７２万２,０００円及び２項手数料

２,０００円を合わせまして、７２万４,０００円とするものであります。

３款繰入金につきましては、３５２万２,０００円とするものであります。１項同額で

あります。

４款繰越金につきましては、１,０００円とするものであります。１項同額でありま
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す。

５款諸収入につきましては、１,０００円とするものであります。１項同額でありま

す。

６款町債につきましては、２２０万円とするものであります。１項同額であります。

これによりまして、歳入合計を６４９万８,０００円とするものであります。

次に、歳出について御説明いたします。

２ページをお開き願います。

２、歳出。

１款個別排水処理費につきましては、４５３万６,０００円とするものであります。１

項同額であります。

２款公債費につきましては、１９１万２,０００円とするものであります。１項同額で

あります。

３款予備費につきましては、５万円とするものであります。１項同額であります。

これによりまして、歳出合計を６４９万８,０００円とし、歳入歳出同額とするもので

す。

次に、３ページの第２表、地方債について御説明いたします。

地方債につきましては、個別排水処理施設整備事業の限度額を２２０万円とするもので

あります。

起債の方法、利率、償還の方法につきましては、記載のとおりであります。

また、予算の詳細につきましては、別冊赤番７、平成２５年度遠軽町予算に関する資

料、事業別予算説明書３３７ページに資料を添付しておりますので、御参照願います。

以上で説明を終わります。

太田財政課長。○議長（前田篤秀君）

議案第２１号平成２５年度遠軽町公共用地先行取得事業特別○財政課長（太田 守君）

会計予算について御説明いたします。

平成２５年度遠軽町公共用地先行取得事業特別会計予算につきましては、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ８４１万６,０００円と定めるものであります。

歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」により

御説明いたします。

次のページをお開き願います。

第１表、歳入歳出予算の歳入から御説明いたします。

１款繰入金につきましては、８４１万６,０００円とするものであります。１項同額で

あります。

これによりまして、歳入合計を８４１万６,０００円とするものであります。

次に、歳出について御説明いたします。

１款公債費につきましては、８４１万６,０００円とするものであります。１項同額で
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あります。

これによりまして、歳出合計を８４１万６,０００円とし、歳入歳出同額とするもので

あります。

事業の内容につきましては、赤番７、平成２５年度遠軽町予算に関する資料、事業別予

算説明書３３８ページを参照願います。

以上で説明を終わります。

岸野水道課長。○議長（前田篤秀君）

議案第２２号平成２５年度遠軽町水道事業会計予算について○水道課長（岸野博美君）

御説明いたします。

別紙、赤番６の遠軽町企業会計予算の１ページをお開き願います。

平成２５年度遠軽町水道事業会計予算は、第２条におきまして、業務の予定量は、給水

戸数を９,５６４戸とし、年間給水量は１７９万４,６９９立方メートル、１日平均給水量

は４,９１７立方メートル及び主要な建設改良工事をテレメーター更新工事、無停電電源

装置蓄電池更新工事、水道管布設替工事と定めるものであります。

第３条は、収益的収入及び支出の予定額を定めるものであります。

収入につきましては、第１款水道事業収益を４億６,７７６万９,０００円とし、第１項

営業収益に４億６,５３９万１,０００円及び第２項営業外収益に２３７万８,０００円を

計上したものであります。

支出につきましては、第１款水道事業費用を４億７,４６７万６,０００円とし、第１項

営業費用に４億２,２５０万１,０００円、第２項営業外費用に４,８６７万５,０００円、

第３項特別損失に５０万円及び第４項予備費に３００万円を計上したものであります。

第４条は、資本的収入及び支出の予定額を定めるものであります。

なお、資本的収入額が資本的支出額に不足する額２億６,６７５万３,０００円は、過年

度分損益勘定留保資金１億１,１９５万５,０００円、当年度分損益勘定留保資金１億５,

０６２万６,０００円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４１７万２,００

０円で補填するものであります。

収入につきましては、第１款資本的収入を８４４万９,０００円とし、第１項他会計補

助金に８３４万９,０００円及び第２項分担金に１０万円を計上したものであります。

支出につきましては、第１款資本的支出を２億７,５２０万２,０００円とし、第１項建

設改良費に１億７,０５６万２,０００円、第２項企業債償還金に１億２６４万円及び第３

項予備費に２００万円を計上したものであります。

第５条は、一時借入金の限度額を２億円と定めるものであります。

第６条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費を定めるもので、職員

給与費を８,８９４万８,０００円とするものであります。

第７条は、他会計からの補助金を定めるもので、水道事業の企業債償還に充てるため、

一般会計からの繰入金は１,０６１万５,０００円とするものであります。
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第８条は、棚卸資産の購入限度額を３,８６０万円と定めるものであります。

３ページの実施計画以降の説明は省略させていただきますので、後ほどお目通し願いま

す。

次に、主な事業について御説明いたします。

別紙赤番８の平成２５年度遠軽町予算に関する資料、工事関係説明書の３６ページをお

開き願います。

この図は、水道事業の水道管布設替工事の位置図であります。

図面①番は、学田団地水道管布設替工事でありまして、石綿管を更新するものでありま

す。

工事内容でありますが、管種は水道配水用ポリエチレン管、口径は１５０ミリ、延長２

７５メートルを布設替するものです。

次に、３９ページをお開きください。

図面⑤番でありますが、白滝浄水場配水管等改修工事でありまして、排水流動計の取替

に伴うバイパス管布設及び排水流量計更新工事であります。

工事の内容でありますが、バイパス管は鋳鉄管、口径は７５ミリ、延長１６メートルを

布設し、排水流量計を更新するものであります。

その他の工事箇所につきましては、位置図に凡例を記載しておりますので、御参照願い

ます。

また、その他の事業内容につきましては、別紙、赤番７の平成２５年度遠軽町予算に関

する資料、事業別予算説明書３３９ページから３４０ページを御参照願います。

続きまして、議案第２３号平成２５年度遠軽町下水道事業会計予算について御説明いた

します。

企業会計予算の２６ページをお開き願います。

平成２５年度遠軽町下水道事業会計予算は、第２条におきまして、業務の予定量は排水

戸数を６,３８０戸とし、年間有収水量は１３０万８,４７４立方メートル、１日平均有収

水量は３,５８５立方メートル及び主要な建設改良工事を下水処理センター建設工事（電

気）、公共下水道管渠工事と定めるものであります。

第３条は、収益的収入及び支出の予定額を定めるものであります。

なお、雨水処理に要する費用の財源に充てるため、企業債２,９８０万円を借り入れる

ものであります。

収入につきましては、第１款下水道事業収益を８億２,９０４万４,０００円とし、第１

項営業収益に３億９,５９８万９,０００円及び第２項営業外収益に４億３,３０５万５,０

００円を計上したものであります。

支出につきましては、第１款下水道事業費用を８億１,２２４万８,０００円とし、第１

項営業費用に６億８,１６８万円、第２項営業外費用に１億２,７５６万８,０００円、第

３項特別損失に１００万円及び第４項予備費に２００万円を計上したものであります。
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第４条は、資本的収入及び支出の予定額を定めるものであります。

なお、資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額４億７,９５８万５,０００円は、

当年度分損益勘定留保資金４億４,８５０万円、繰越利益剰余金処分額２,８８８万７,０

００円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２１９万８,０００円で補填す

るものであります。

収入につきましては、第１款資本的収入を３億９,１０１万６,０００円とし、第１項企

業債に１億６,３８０万円、第２項国庫補助金に１億４,３００万円、第３項他会計補助金

に５,０７３万３,０００円、第４項工事負担金に２,８２０万円及び第５項分担金及び負

担金に５２８万３,０００円を計上したものであります。

支出につきましては、第１款資本的支出を８億７,０６０万１,０００円とし、第１項建

設改良費に３億７,７２４万１,０００円、第２項企業債償還金に４億９,１３６万円及び

第３項予備費に２００万円を計上したものであります。

第５条は、債務負担行為でありまして、水洗化等工事資金利子補給（平成２５年度融資

分）といたしまして、期間を平成２５年度から平成３０年度までとし、限度額については

借入期間中における融資残高に対する利子相当額とするものであります。

第６条は、企業債でありまして、公共下水道整備事業の限度額を１億６,３８０万円及

び下水道事業債（特別措置分）の限度額を２,９８０万円と定めるものであります。

なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては、記載のとおりであります。

第７条は、一時借入金の限度額を３億５,０００万円と定めるものであります。

第８条は、議会の議決を経なければ流用することのできない経費を定めるもので、職員

給与費を５,５２６万９,０００円とするものであります。

第９条は、他会計からの補助金を定めるもので、下水道事業の建設事業費及び汚水処理

費等の支払いに充てるため、一般会計からの繰入金は４億８,３７７万８,０００円とする

ものであります。

２９ページの実施計画以降の説明は省略させていただきますので、後ほどお目通し願い

ます。

次に、主な事業について御説明いたします。

赤番８、平成２５年度遠軽町予算に関する資料、工事関係説明資料の４０ページをお開

き願います。

この図は、遠軽下水処理センター建設工事と遠軽処理区の公共下水道管渠工事の位置図

であります。

図面①は、遠軽下水処理センター建設工事（電気）でありまして、工事内容は自家用発

電機設備を新設するものであります。

工事箇所は、次のページの下水処理センター平面図管理棟１階の斜線で示している箇所

に設置するものであります。

公共下水道管渠工事の主な箇所は、図面②の寿線８号通公共下水道工事であります。
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工事内容は、汚水管口径１５０ミリ、延長１５０メートル、雨水管口径３００から４０

０ミリ、延長１５０メートルを布設するものであります。

その他の工事箇所につきましては、位置図に凡例を記載しておりますので御参照願いま

す。

その他の事業内容につきましては、別紙、赤番７の平成２５年度遠軽町予算に関する資

料、事業別予算説明書３４１ページから３４２ページを御参照願います。

以上で説明を終わります。

以上をもって、予算の説明を終わります。○議長（前田篤秀君）

────────────────────────────────────

◎予算審査特別委員会設置の議決

お諮りいたします。○議長（前田篤秀君）

平成２５年度各会計予算８件につきましては、議長を除く全議員による予算審査特別委

員会を設置し、その委員会に付託し、会期中の審査とすることにいたしたいと思います。

これに御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、議長を除く全議員による予算審査特別委員会を設置し、この委員会に付託

し、会期中の審査とすることに決定いたしました。

本日の会議は、会議の都合によって時間を延長します。

暫時休憩します。

午後 ４時４９分 休憩

──────────────

午後 ５時１８分 再開

休憩前に引き続き、会議を開きます。○議長（前田篤秀君）

休憩中に予算審査特別委員会が開催され、委員長に山田議員、副委員長に髙橋義詔議員

が選出されましたので、御報告いたします。

────────────────────────────────────

◎延会の議決

お諮りします。○議長（前田篤秀君）

本日の会議は、これをもって延会といたしたいと思います。これに御異議ありません

か。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

異議なしと認めます。○議長（前田篤秀君）

したがって、本日は、これをもって延会とすることに決定いたしました。

────────────────────────────────────

◎延会の議決
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本日は、これをもって延会といたします。○議長（前田篤秀君）

午後 ５時１８分 延会




